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１．淡海の川づくりフォーラムとは 
 

第７回淡海の川づくりフォーラムでは、“川や水辺と共生する暮らし”、“川や水辺

と私たちのいい関係”について、川や水辺にまつわる活動を実践されている皆さんと

ともに、公開選考方式のワークショップを通じて、それぞれの交流の中で議論を深め、

探ります。 

 

★ 日時  平成 26 年(2014 年)２月 16 日（日） 9:30～16:30 

★ 場所  コラボしが２１ ３階各会議室 

★ 内容  テーブル選考、復活選考、全体討論 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーブル選考（午前） 

参加団体が３つのグループに分かれ

て発表します。 

全体討論（午後２） 

テーブル選考、復活選考を経て、推

薦された“きらり”と光る活動を学

びながら、“川や水辺と私たちの関

係”について議論を深めていきます。 

復活選考（午後 1） 

テーブル選考では十分探れなかっ

た大切な活動を全体討論に推薦し

ます。 

選考員の推薦により全体討論へ 

選考員の推薦により全体討論へ 

テーブル選考で十分にアピールできなくて

も、“きらり”と光る活動には・・・ 

本事業はマザーレイク21 計画に基づくマザーレイクフォーラムとの連携事業です。 
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２．公開選考会の開催概要 
 

プログラム 

 

  ２月 16 日（日）会場：コラボしが２１  

 

  ９：３０～１０：００ 開会、ガイダンス 

大会議室で開会宣言を行い、その後１日の流れを説明します。 

 

 １０：００～１１：３０ テーブル選考発表 

選考員が中心となって議論を深め、全体討論に進む“きらり”と光る活

動をテーブルごとに２団体、選びます。 

テーブル選考で推薦が得られなかった団体は復活選考に進みます。 

 

 １１：３０～１１：４５ テーブル選考の結果発表 

各テーブルから推薦された 6 団体を発表します。 

 

（お昼休憩） 

 

 １２：３５～１３：０５ 復活選考 

時間内で自由に選考員に活動内容をアピールします。 

復活選考から全体討論に進めるのは３団体程度です。 

 

 １３：０５～１３：３０ スペシャルセッション 

北浜水辺協議会 事務局長 山根秀宣さん 

「大阪川床・北浜テラスのとりくみ（経緯とこれから）」 

 

 １３：３０～１６：１５ 全体討論 

発表時間 5 分で選考員に活動内容をアピールします。 

全団体発表後、選考員・コメンテーターを中心に、明日からの活動の参

考になるような、今年いちばん“キラリと光る活動について、参加者全

員でさらに議論を深めていきます。 

 

 １６：１５～      結果発表・表彰 

全体討論の結果を発表します。 

グランプリ・準グランプリの表彰式が行われます。 

山紫水明賞（滋賀県河港・砂防協会表彰）とマザーレイクフォーラム賞

は全参加団体の中から選ばれます。 
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選考結果 

 高時川源流の森と文化を継承する会 

★★★「 高 時 川 の 源 流 文 化 は 永 久 に 不 滅 で 賞 」 
 

あなたは第７回淡海の川づくりフォーラムにおい

て「川や水辺と私たちの共生」「川や水辺と私たち

のいい関係」をめざす仲間たちのモデルとなる活

動を発表されました その熱意と成果を称えここ

に賞します    

 

平成 26 年 2 月 16 日 滋賀県知事 嘉田由紀子 

 

特定非営利活動法人 芹川 

★★ 「 赤 緑 論 争 子 ど も も 大 人 も 楽 し み ま 賞 」 
 

あなたは第７回淡海の川づくりフォーラムに

おいて「川や水辺と私たちの共生」「川や水辺

と私たちのいい関係」をめざす仲間たちに希望

を与える活動を発表されました その熱意と

成果を称えここに賞します    

 

平成 26 年 2 月 16 日 滋賀県知事 嘉田由紀子 
 

 

 

渋川生き物絵図作成支援委員会 
 

★★ 「 “ ふ る さ と ” が 育 む い の ち が 見 え た で 賞 」 

 

あなたは第７回淡海の川づくりフォーラムにおい

て「川や水辺と私たちの共生」「川や水辺と私たち

のいい関係」をめざす仲間たちに希望を与える活

動を発表されました その熱意と成果を称えここ

に賞します    

 

平成 26 年 2 月 16 日 滋賀県知事 嘉田由紀子 

 

 

グランプリ 

準グランプリ 

準グランプリ 
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山内エコクラブ  

あなたは第７回淡海の川づくりフォーラムにおい

て日々取り組まれている活動が「川と水辺と私た

ちの共生」「川と水辺と私たちのいい関係」 

を育むうえでおおいに貢献するものと認められま

したので賞します 

  

平成 26 年 2 月 16 日 

滋賀県河港・砂防協会 会長 山仲 善彰    

 

 

 市民自然観察会 

 

あなたは第７回淡海の川づくりフォーラムにお

いて日々の活動を通じてマザーレイク２１計画

の基本理念である「琵琶湖と人との共生」の実現

に大いに貢献されたと認められましたので賞し

ます 

 

平成 26 年 2 月 16 日 

マザーレイクフォーラム運営委員会 

委員長 松沢 松治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山紫水明賞 

マザーレイクフォーラム賞 
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３．応募団体一覧 
 

                                          （敬称略） 

 団体・グループ名 代表者 

テーブルＡ 

A-1 白鳥川の景観を良くする会 吉田栄治 

A-2 いきものみっけファーム滋賀推進協議会 岡田和男 

A-3 渋川生き物絵図作成支援委員会 小宮康 

A-4 
常世川を美しくする会と常世川再生の会 

尾中克行 

上田正雄 

A-5 せせらぎの郷 堀彰男 

テーブル B 

B-1 ＮＰＯ法人瀬田川リバプレ隊 冨岡親憲 

B-2 ひろい心の会 速水次郎 

B-3 守山市勝部自治会 藤本律男 

B-4 長浜市木之本町杉野地域づくり協議会＆長

浜市北部振興局産業振興課 
松本長治 

B-5 市民自然観察会 吉川正雄 

テーブル C 

C-1 琵琶湖博物館 環境学習センター 桑原雅之 

C-2 特定非営利活動法人 芹川 礒谷友司 

C-3 山内エコクラブ 竜王真紀 

C-4 水土里を守る新旭地区 清川輝夫 

C-5 高時川源流の森と文化を継承する会 太々野功 

C-6 琵琶湖河川レンジャー有志 伊東京子 

計 【参加 1６団体】/発表 1６団体  
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選考結果一覧 

 

テーブルＡ 

 川や水辺の名称 団体・グループ名 
テーブル

選考 
復活選考 結果 

A-1 白鳥川 白鳥川の景観を良くする会  復活  

A-2 野洲川・日野川 
いきものみっけファーム滋賀推進

協議会 
   

A-3 伊佐々川・葉山川 渋川生き物絵図作成支援委員会 推薦  準グランプリ 

A-4 常世川 
常世川を美しくする会と常世川再

生の会 
   

A-5 野洲市須原 せせらぎの郷 推薦   

 

テーブル B 

 

テーブル C 

 川や水辺の名称 団体・グループ名 
テープル

選考 
復活選考 結果 

C-1 県内全域 
琵琶湖博物館 環境学習センタ

ー 
    

C-2 芹川 特定非営利活動法人 芹川 推薦  準グランプリ 

C-3 野洲川 山内エコクラブ  復活 山紫水明賞 

C-4 琵琶湖周辺の農地 水土里を守る新旭地区  復活  

C-5 高時川 
高時川源流の森と文化を継承す

る会 
推薦   グランプリ 

C-6 びわ湖とその周辺河川 琵琶湖河川レンジャー有志    

 

 川や水辺の名称 団体・グループ名 
テープル

選考 
復活選考 結果 

B-1 高橋川および瀬田川 ＮＰＯ法人瀬田川リバプレ隊    

B-2 蛇砂川 ひろい心の会    

B-3 
たちばな川を含む 9 河

川とその支流 

守山市勝部自治会 
推薦   

B-4 杉野川 

長浜市木之本町杉野地域づくり協

議会＆長浜市北部振興局産業振興

課 

 復活  

B-5 西の湖周辺 
市民自然観察会 

推薦  
マザーレイク

フォーラム賞 
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４．大会ダイジェスト 
 

２ 月 16 日 （ 日 ） 会場：コラボしが 

  

 

淡海の川づくりフォーラムは今回で７回目となります。第４回からは、県民のみなさんと
ともに企画運営を行うことを目的に、淡海の川づくりフォーラム実行委員会を設置し、実行
委員会主催でフォーラムを開催させていただいています。 

淡海の川づくりフォーラム実行委員会の北井香実行委員長の開会宣言で、フォーラムが始
まりました。ドキドキ、わくわくの一日のはじまりです。 

 
  
 

滋賀県内から応募によって集まった 1６団体が、3 グループ（1 グループ５～６団体）に
分かれてテーブル選考が行われました。 

発表時間は 1 団体あたり 5 分で、質疑応答とテーブル・コーディネーターの進行により、
約 1 時間 30 分かけて、それぞれの参加団体から工夫を凝らしたたいへん熱い報告がなされ
ました。発表後の選考員と参加者とのディスカッションを通じ、選考を進めた結果、各グル
ープから 2 団体ずつ、計６団体が全体討論に推薦されました。 

 

 
午前中のテーブル選考で惜しくも全体討論への推薦を逃した団体が、もう一度全体討論へ

の出場を目指して復活選考に臨みました。メイン会場に一同が集まり、自作のパネルを用い
てアピールを繰り広げる様子は圧巻です！選考委員も選考に熱が入り、発表者と熱心に“い
い川、いい地域づくり”について議論されていました。 
 
 

 
全体討論に入る前に、特別ゲストによる活動報告です。 

北浜水辺協議会の山根さん、灰原さんにおいでいただき、大阪川床・北浜テラスでのとり

くみについて、ご紹介いただきました。 

 
 
 

午後は、参加者全員がメイン会場にて、全体討論に臨みました。テーブル選考と復活選考
を経て、全体討論には９団体が出場しました。さすが、全体討論への推薦を得た団体の報告
はどれも内容の濃いものばかり！選考委員のみなさんも選考に頭を悩ませていました。 

今回は、大型のフセンを使って、選考委員から各団体の活動の「キーワード」を「発見」
してもらいました。 

 
 
 
表彰式では、グランプリ・準グランプリに加え、山紫水明賞や「マザーレイクフォーラム

賞」も賞されました。 
福廣総合コーディネーターからの全体講評の後、コメンテーターである嘉田由紀子知事か

らの挨拶で、熱い一日が無事に閉会となりました。

 ススペペシシャャルル・・セセッッシショョンン  

 復復活活選選考考  

 開開      会会  

 全全体体討討論論  

 表表彰彰式式  

 テテーーブブルル選選考考  テテーーブブルル AA～～CC  
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５．一日の記録 
 

開会あいさつ 

淡海の川づくりフォーラム実行委員会 北井 香 委員長 

 

おはようございます皆さん。お忙しい中、たくさんの方に

お集まり頂きありがとうございます。 

淡海の川づくりフォーラムもこのスタイルで開催は、第 2

回目からですが、今日は第7 回目になりました。毎回、活動

の成果を発表にお持ちいただく参加団体の皆様と、たくさん

の選考委員会皆様にご協力頂きまして、開催ができておりま

す。本当に心からお礼を申し上げます。 

また、流域治水政策室の皆様は事務局として本当にこの会

を形作ってくださっています。ありがとうございます。 

 

この会は、グランプリだとか準グランプリという話題が目

立ちますので皆さんには選考会というよう印象がお強いと思いますが、実は地域の防災力を

上げようというのが目的の会です。今年度、流域治水条例が話題になりましたが、この条例

を決める前に一番初めの段階が 2008 年の流域治水検討委員会住民会というのがありまし

た。1 年間、委嘱を受けた住民会議の委員が水害に強い地域つくり滋賀県民宣言という提言

を上げました。お配りしたフォーラムの資料の中にも実行委員として名前を連ねているメン

バーの似顔絵が載っているのを見ていただけるかと思いますが、その住民会議が母体となっ

てこの実行委員会、また、このフォーラムの構想に続いていきます。 

 

住民会議では、自分たちに水害が起こった時に助けてくれるのは行政ではなくて、自分た

ちの判断であること。日々、川に接したり、川のこと、地域のことを意識していないといざ

という時に対処できないので、日々の川の活動や皆様がされている地域での活動が、かなり

力になってくるだろうという議論がありました。そして、そういうものを続け、盛り上げる

という意味で、自助と共助を支えていくための行政の公助という役割があるやろうという内

容で提言をさせていただいています。 

このフォーラムはそういう意味で皆さんの活動を盛り上げようとか、ネットワークを広げ

ようとか、仲良くなった団体同士で、たとえば視察し合うとかですね。そんな風に、自分た

ちの活動がマンネリになっているところを何か取り入れられる視点をいれよう、そういった

意図でこのフォーラムを開催しています。 

ですので、今日は沢山の方々からご意見を頂け、そうして議論が深まっていくというのが、

会自体の目的でもあります。是非皆さんも自由に会の選考の場にも参加して頂いて交流を深

めていただければというふうに思っております。 
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テーブル選考結果発表 

 

復活選考を前に、テーブル選考の各コーディネーターから、テーブルでの選考ポイン

トと、復活選考に登場する団体を紹介していただきました。 

 

テーブルＡ（テーブル・コーディネーター 小丸和恵さん） 

テーブル A のコーディネーターをしました小丸です。 

テーブル A は非常に選考が難航しました。最終的に、A-3 渋川生き物絵図作成支

援委員会さんと A－５せせらぎの郷さんが午後の部にすすまれましたが、ここでは、

選考されなかった 3 団体を中心に報告します。 

A－1 白鳥川の景観を良くする会さん。白鳥川の活動は

「おやじ連」というおじさんたちのボランティア集団から

できていると聞いています。ボランティアでこれだけの活

動を継続的に実施されているという点がすばらしい。白鳥

川さんは必ず復活選考で選ばれるだろう、と思います。応

援していますので、みなさんよろしくお願いします。 

 

A－2 のいきものみっけファーム滋賀推進協議会さん。こちらのほうはまだ新しい

取り組みですが、名前からいきものみっけファームということで環境学習をされてい

るのかなというイメージを持ちますが、もちろんいきものみっけ寺子屋の環境学習と

いうものもされているのですが、食のブランド化をしたいということで、金芽米とい

うお米を栽培され、それをブランド化して世界にファンを作っていきたいといった大

きな目標を持っておられます。 

来年の報告も楽しみだなと思いながら、こちらのほうも応援したい気持ちでいっぱ

いです。 

 

A－4 は常世川を美しくする会と常世川再生の会。私もこちらのほうに１票入れさ

せていただいたのですが、本当に地道な活動です。光の当たりにくい都市河川に光を

当てられて活動を続けられています。 

都市河川というのはなかなか人々の関心が向きにくいドブ川のような川です。私は

京都で長い間活動しておりましたので、親近感を持って聞かせていただいたのですが、

人の関心がなくなって、川が暗渠になってしまうと、大雨が降ると水浸しになります。 

そういった防災の面からもこういった都市河川にスポットを当てられた活動とい

うのは大変大事な活動ではないかなというふうに思っております。 

A－3 と A－5 は全体選考で登場されますので、割愛します。みなさんの敗者復活

を願って２つ決めさせていただきました。 
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テーブルＢ（テーブル・コーディネーター 佐藤祐一さん） 

テーブル B のコーディネーターをしました佐藤です。 

テーブル B のほうも非常に選定が難航しまして、投票結果が非常に割れました。最

後決戦投票するというところまでいきました。結果としては選ばれたのは、B－3 の

守山市勝部自治会さんと B－5 の市民自然観察会さんの 2 つです。 

説明は本当にさらっと、ということなのであまりしませんけれども、特に市民自然

観察会さんは地元の方で非常に精緻にデータを積み重ねられてそれをちゃんとまと

められているというすごさとかですね、勝部自治会さんはこのフォーラムの常連なの

でみなさんご存じと思いますけれども、自治会という場でありながら、みなさんもの

すごく精力的で数多くの活動をされているというところがやはり魅力的だったのか

なと思います。 

 

残念ながらここでは残らなかった復活選考にいかれる

3 つの団体さんなのですが、まずは B－1 の瀬田川リバ

プレ隊さん。 

これも何年も出ておられるのでみなさんご存じ、特に

お父さんのすばらしいキャラクターをよく覚えておられ

る方もいらっしゃると思います。今年のご発表の内容は

特にとにかく多様な主体と連携を進められているという

ところが非常に魅力的でした。 

小学校とか企業さん、あるいは工業高校と連携して水質調査をしたりとか、ごみ拾

いといいながらもそれをいろんな人たちとやっている。活動の輪を広げられていって

おられるというのが印象的でそこが PR ポイントかなと感じました。 

 

2 つ目 B－2 のひろい心の会さん。ネーミングが非常に面白くて、「ひろい」には

意味が２つあって、ごみを「拾う」のひろいとあと心が「広い」と。なぜ心が広いか

というと、ごみ拾いをしていると「なぜみんなこんなところにごみを捨てるのか」と

いう気持ちになるのだけれども、そうではなくて、広い心を持たなければならない、

ということで「ひろい心の会」となっていると。ネーミングが決め手で点数を入れた

人もいたのですけれども。 

最初は退職された方 6 人でやっていたのが今は 10 人ぐらいでやられている。週に

１回ごみ拾いをされていると。ちゃんとリサイクルもして分別しているというような

形で非常に回数も頻度多く活動されている。また蛇砂川というところでごみ拾いをさ

れている。川でトラップして琵琶湖に流さないようにしているのだという思いでやら

れていると、そこも選考員の心を打ったポイントでもありました。 

 

最後３つ目。B－4 杉野の地域づくり協議会さんです。ここは行政と連携しまして、

県の補助事業で水力発電をつくっているということです。 
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今３つ目をつくりつつあるそうなのですけれども、特にその３つ目の水力発電、水

車が非常に面白くて、地元の木材を使って学校なんかと連携しながら手作りで「らせ

ん水車」をつくっている。これはまた写真を見せてもらうといいと思いますが、非常

に美しい芸術的にもすばらしいのではないかと思うような「らせん水車」をつくって

おられまして、そういってものを低コストですることができたら他の地域につながっ

ていくのではないかとそんな思いを持って活動されているということでした。 

報告は以上です。ありがとうございました。 

 

テーブルＣ（テーブル・コーディネーター 三和伸彦さん） 

テーブル C の三和です。 

テーブル C も同じようにいろんな種類の活動がありました。

選ばれたのは、NPO 法人芹川さん、高時川源流の森と文化を

継承する会ということで、芹川さんのほうは河童、高時川さ

んのほうは今日いろんな道具を持ってきていただいていると

いうことで、それぐらいにしておいて午後の発表をご期待い

ただきたいと思います。どんな河童が出てくるのでしょうか

という感じですが、ここでは選ばれなかったところを順次ご

紹介していきます。 

 

最初に C－1 琵琶湖博物館の環境学習センターということで、これは県の博物館の

中にありますが、これは行政がつくっておりますけれども、いろんな情報をいろんな

形で集めてきてそれをメールマガジンとか、あるいは子供エコクラブのとりまとめみ

たいな活動もされておられます。 

実は私がエコライフ推進課でやっていた仕事の中で10年ほど前にこんなものがあ

ったらいいなということでつくっていただいたものですので、今 10 年経ってこんな

ふうに実際に動いているということで、非常に感慨深いものがあります。そんな取り

組みをされているというところでまた新たな発見、リーダー的な人をもっと増やして

いきたいというようなお話がありました。 

架け橋になってほしいなと思います。 

 

それから、C－3、毎年常連です、山内エコクラブのみなさん。 

今年は未整備の水田を探検して、生き物がたくさんいるなということを発見して三

重県の松坂のほうにも行かれたということで、特にキーワードとして、自分たちが体

験したことだから自分の言葉で語っていけるということで、子供たちが自分自身の言

葉で身近な地域のことを語れるということがすごく大切だねと。本当にこれは復活選

考のほうでしっかり継続は力ということで今回第７回ですね。６年前にはちっちゃか

った方も 7 年続けてですから、今日は狂言のほうを少しやっていただきました。継続

は力だなと改めてみんなが感心した。 
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それから C－4 水土里を守る新旭地区。これは農村まるごと保全の取り組みを地域

の方でやっていくと、県の中でもたくさんの取り組みがされている中で、新旭でも一

生懸命やっておられて、特に節水ですね、農業用水をどういうふうに使っていくのか。

ともすれば水の無駄使いをしてしまいがちであるというところを、なかなか「あんた

もうちょっと節水せなあかんで」という言いにくいところを新旭地区のみなさんみん

なで声掛けをしていただいて、琵琶湖を守るためにはちゃんと管理していかなあかん

な、ということを言っていただいている、そのきっかけになっているということで、

いろんな取り組みを紹介していただきましたけれども、地域でみんなが自分のことと

して琵琶湖を守っていく。田んぼを普通にしていくにあたって、でも琵琶湖のことを

考えていかなあかんな、ということのきっかけになる取り組みとして、すごく大事な

取り組みだなとみんなが感じたところです。 

 

それから最後 C－６に琵琶湖河川レンジャーさんですね。公募で参加されていると

いうことですけれども、具体的には大津の大石の自治会のほうに行かれて、地域のみ

なさんと一緒に自然観察会を、「大石川辺ものがたり」というネーミングをして、開

催されたそうです。いろいろ苦労されながら、行政の情報がなかなか地域には届かな

いということ。その間に入って一生懸命取り組みをされた結果、なんとかできました

と。こういう取り組みを今後も続けていきたい。 

河川レンジャーのみなさんはそれぞれいろんな地域でいろんな活動をされていま

すけれども、今回の取り組みを一例として挙げていただきましたが、そういう思いを

持った人たちが行政と一緒に自分の思いで、しかも自分の知らない地域に入っていく。

そんな取り組みを紹介してもらいました。みなさんすばらしい取り組みだったと思い

ます。 

ぜひとも復活選考のときにはしっかりとそれぞれのみなさんの話を聞いていただ

ければなと思います。 

以上でございます。ありがとうございました。 
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復活選考結果発表 

 

事務局：A-1 白鳥川の景観を良くする会、9 票。 

A-2 いきものみっけファーム滋賀推進協議会、1 票。 

A-4 常世川を美しくする会と常世川再生の会、6 票。 

B-1ＮＰＯ法人瀬田川リバプレ隊、3 票。 

B-2 ひろい心の会、7 票。 

B-4 長浜市木之本町杉野地域づくり協議会＆長浜市北部振興局産業振興課、11

票。 

C-1 琵琶湖博物館 環境学習センター、1 票。 

C-3 山内エコクラブ、10 票。 

C-4 水土里を守る新旭地区、10 票。 

C-6 琵琶湖河川レンジャー有志、3 票。 

以上です。 

北井さん：復活選考、今票数読み上げていただきました。お聞きいただいたとおり 10

票越えのところが 3 団体ということで、9 票のところも惜しくはありますが、ち

ょっとラインが見えたかなという気がしております。 

みなさんこの 10 票越えの 3 団体、B-4 長浜市木之本町杉野地域づくり協議会＆

長浜市北部振興局産業振興課さん、C-3 山内エコクラブさん、C-4 水土里を守る

新旭地区の３つで復活ということでいかがでしょうか。選ばれなかった団体さんに

対してエールをという方おられましたら。いかがでしょうか。 

（特になし） 

よろしければそれぞれのテーブル・コーディネーターさんコメントをお願いしま

す。 

小丸さん：A-1 白鳥川の景観を良くする会。絶対いけると思っていたのですが、惜し

くも 1 票足りませんでした。有志がそろって、有志のみなさまで定年後のおじさ

またちが、おやじ連でしたっけ。続々と登場されて活動されているということで。

自治会でもなく企業のそういった活動でもなく、自主的にいろんな方が集まられて

いるこの活動には頭が下がる思いだなということで、うちの部屋では余裕でいける

かなと自信があったのですが、残念でした。 

本当に吉田さん。この１票なんとかなりませんかね。一言、代表の吉田さんがい

らっしゃいますので。 

吉田さん：すみません吉田です。実は私は選考員をやっておりますので選考員は自分

の団体には入れるなということで、本当は架空で・・・・1 票あるはずでございま

す。あえて今日は投票しておりません。どうか暖かいご支援よろしくお願いします。 

小丸さん：ということで委員長いかがでしょうか。 

北井さん：うーん、全体聞いてから判断しましょう・・・。B のコーディネーターさ
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んからも、選ばれなかったところに一言いかがですか。 

佐藤さん：B のコーディネーターをしていた佐藤です。B-4 がすごく得票を集められ

たということで。すごく市役所の方が熱心に説明されていたから、みなさん面白そ

うだなということで票を入れられたのだと思います。 

それ以外の B-1、B-2 非常にぼくの好きな団体ではあるのですが、特に推した

いのは B-2 のひろい心の会さんはこれも 7 票ということで惜しいところなのです

けれども。今年初めて出られた団体なのですね。パワーポイントの使い方がわか

らなくて、あそこの緑色の紙で発表されて。 

「しまった IT 力がないからそれが敗因だ」とおっしゃっていたのですけれども、

よく見てください、すごい力の入った資料です。あれはパワーポイントでは作れ

ませんよ。あれを使っていろんな人たちに説明されているという力強さが伝わっ

てくるオブジェクトだと思います。 

また、やられている方々も最初 6 人から始められたと。退職された人たちみん

なで、自分たちで何ができるかということを考えて、まずごみ拾いからしようと 

ほんとに身内の場から始められてそれからどんどん活動の場を広げていってお

られて。今は毎週のようにごみを拾って、リサイクルもされて、しかも琵琶湖を

守ろうという気持ちでやっておられると、初めてきたのだから、ここでみなさん

が応援してくださったらもっと大きな活動になるのではないかなと思いますので、

私からもエールを送らせていただきます。 

北井さん：それでは最後 C テーブルお願いします。 

三和さん：C のほうはもうこれでいいのではないかと、「空気を読め」みたいな感じで

すけど、でも環境学習センターと河川レンジャーが落ちている状況ですけれども、

行政と地域の活動との間をつなぐということで、そういうところが評価されないと

いうのは本当に悔しい思いを持っているのですが。 

このぐらいにしといたほうがいいですか。 

さとうさん：私は琵琶湖河川レンジャー有志さんに１票入れさせていただきました。 

午前中の発表を聞かせていただいて、私は出身がアートの関係でして、デザイ

ンとかアートって見せ方ってすごく重要なのですね。ポスターを工夫されるだけ

でイベントのイメージが変わってたくさんの方が来られるようになったというの

は他の団体さんにもぜひ参考にしていただきたいなというポイントでしたので、

一言エールを送らせていただきます。 

北井さん：ありがとうございました。10 票がラインでしょうかと言いましたが、9 票

のところ、10 団体の選考もできなくもないということらしいのですが、会場のみ

なさんにお諮りをしたいと思います。A-1 白鳥川の景観を良くする会の 9 票、復

活させるかどうか。もしよろしければ拍手でご承認いただきたいと思います。 

（会場拍手） 

北井さん：みなさん手が動いていますので、9 票をラインということにさせていただ

きまして、A-1、B-4、C-3、C-4 の４団体が復活といたします。 
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★復活選考の様子★ 
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スペシャル・セッション 

 

「大阪川床・北浜テラスのとりくみ（経緯とこれから）」 

北浜水辺協議会 事務局長 山根秀宣さん、大阪府 灰原通晴さん 

 

福廣さん：朝から紹介頂きました福廣勝介です。これから進行させていただきます。 

後程自己紹介させていただきますけれども、大阪勤務をしております。大阪で、

すごい会に出会いました。北浜テラスです。 

おそらく滋賀の地理とずいぶん趣が違うんですよね、都会のど真ん中で。けれ

ど、水への想いは全く一緒だと思いました。 

ただ最初は出てもらうのを渋られたというか・・・いや違うんです、「20 分し

かない」と言ったら、「2 時間くれたら行くけれど、20 分ではしゃべれない」と

言われたんです。けれども、そこを何とか短くしてもらおうということです。 

北浜テラスさん、お二人に出てきていただきましょう。 

 

山根さん：ご紹介預かりありがとうございます。北浜水辺協議会の事務

局長をしております、山根と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

灰原さん：私は大阪府の職員をしております。いわゆる河川管理者にな

ります。北浜の水辺の前に土佐堀川という一級河川が流れております。

琵琶湖から流れる旧の淀川本線の分派で土佐堀川というのがございま

す。その関係でやってまいりました。どうぞよろしくお願いします。 

山根さん：今日は本当に素晴らしい団体の方々がたくさんいる中で、お招

きいただきまことにありがとうございます。それでは時間もありませ

んので、大阪川床北浜テラスの取組について駆け足でご紹介をさせて

いただきたいと思います。 

ちなみに私の本業は不動産の賃貸業、ビル経営業で、今映っている

ビルはうちのビルの道路側です。このように大阪の街というのは、道

路側が表で、川というのが随分長い間裏という感じできました。エアコンの室外

機置場であったりとかですね。窓もあまりな

いとかいう状況でありました。 

いよいよ北浜テラスについてなんですが、

構成しているメンバーは地元の人たち、町会、

ビルオーナー、店舗オーナー、NPO という形

になります。行政は別に構成メンバーではな

いのですけれど、一緒に進めてきたというこ

とで書かせていただいております。 
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一番、最初にやったメンバーがこのような感じです。私、髪の毛があまりなか

った頃ですけれども、こんなところで写っています。 

北浜ゲイトビルでは、OUI（ウィ）さんの店舗が川床を出したいという話をあち

こちに言うのだけれども、成り立たないということがありました。 

Y’s ピア北浜の私は、また別の NPO で水辺の提案をしていたんですけれども、

いっこうに大阪の水辺が良くならないので、自分が地元になってしまおうという

ことでビルを買った。川沿いのビルを買っちゃったということですね。 

忠治郎ビルのてる坊さんは、地元の 5 代目の方で、もともと料理旅館をやって

いたお家の方です。実は、修理工事と称して、足場を組んで川床のようなものを

勝手にやってしまっていた。大阪府さんには今聞こえないように言っておかない

とあかんのですが。そんなこともやっていたくらいの方でございます。 

 

それがこの左の写真になります。これ、換気扇修理のための足場なんですけれ

ど、ちょっと大きいですね。大きな換気扇です。毎年 7 月 25 日の天神祭が近づ

くと、換気扇が壊れることになっております。そんなことをやっていると、この

右側に船が来ます。いろんな船です。これは落語船ですけれども、川を行き交い

ます。そんな船にお酒、一升瓶を献酒するというのが地域の習わしでございます。

それ用の足場にもなっているということでございます。 

私もそうやってビルを買っちゃったもので、ここを何とか、水辺改正、再生す

るためにどうしたらいいかと考えました。そういう方向で、もうすでに活動をさ

れている NPO に声をかけて巻き込みました。一緒にやっていくための課題抽出な

ど専門的なところは、NPO に専門家がいっぱいいますので、そっちで考えてもら

います。私は地元の人間になってしまったので、地域のお店をとりあえず酒飲ん

で酒飲んで酒飲んで、近所の店をつなげていこうというようなことでやっており

ました 

NPO さんのほうからいろんな課題がでてきます。問題がいっぱいです。 

ビル側にもいろんな問題があります。川に出るための出入口がないんですね。
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もともと川には出られないようなビルの作りになっていますから。窓も腰窓にな

っていると。これを解体していく必要があります。川床をつくるということで川

床の値段がよく言われるんですけれども、実際には川床よりもビルの改造の方が

はるかに大変です。 

 

この右上の写真のようにですね、今回お話になっているところは、２ｍちょっ

とのすごく細い空間ではあるんですけれども、この河川敷と川の間が活かされな

いために、すべてのビルは川に背を向けているような状況になっています。それ

で、ここを最終的には右下のような感じに川床を作りました。 

 

これから今日お配りしているチラシについて少し説明します。一番表にありま

すのは、現在の北浜テラスの軒数です。川床が９つあって、お店が８つになって

います。始めた時はたった３軒でした。そしてこの次のページにありますのは、

最初の社会実験 2008 年 10 月、1 か月だけ行った「社会実験」のときのチラシ

です 

そして、今見ていただいている写真も、2008 年の 1 か月だけの社会実験のた

めにこれだけやったというものです。お手元

の資料の次のページは、1 か月の社会実験を

行った後の感想が載っています。最後のペー

ジは今日お話しする北浜テラスの経緯につい

て書いてあります。 

もう一度スライドの方に戻ります。「できた

ぞー」ということでみんな喜んでおります。 
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一か月だけの「社会実験」なのですが、終わった後、地域にフィードバックし

ました。実際にこれを行う前にも、地域の方全員にお声掛けをしています。私た

ちもすでにいろんな街づくりやっていて、結局一番困るのが地元の人です。「俺聞

いてへんぞ」とか、足を引っ張って、結果的に梯子を外されるというのがよくあ

るので。やる前からずっとローラー作戦で声を掛けて、やった後もまたその内容

を参加しなかった方にご報告するという形でしてきました。 

それで、2008 年から現在 2014 年までに、先ほどのように川床が増えてきま

した。もう一つここでお話ししたいことがありまして、2010 年から水辺整備を

検討する会というのを始めました。こちらは、さきほどの地域の方にフィードバ

ックするということとともに新しく一緒に地域の水辺の形を考えていきたいとい

うことでやっています。 

これは私たちの北浜テラスが契機となりまして、大阪府さんに水辺整備をしよ

うというアクションを起こしていただきました。北浜水辺協議会にお話を持って

きていただいたのですが、私たち北浜水辺協議会がすべての水辺をもっているわ

けではありませんので、地域のみなさんの意見とあわせながらやる必要がありま

す。なので、みなさんにローラー作戦でまた声を掛けてやっていきます。 

最初に遊歩道の計画があると、その計画ができましたと言われました。大阪府

さんのイメージでは遊歩道ありきだったんですけれども、私たち北浜水辺協議会

は横移動よりも水陸方向を重視したいという想いがありました。みなさんはどう

思いますか、ということでしたが、同じような想いでした。奇跡的に全員そうい

う風に思っていただいていました。それをもとに 2010 年の次は 2012 年です 

1 年間飛んでいるんですが、それは方向を見直して、大阪府さんの方で考え直し

ている間になります。遊歩道の高さを低くすることは、そこにつなぐスロープの

長さも長くなったりと、いろいろ課題が生じてきます。その辺の問題も解決いた

だいて、2012 年、そっちの方向でやれそうということで順次話をしていきます。 

 

私たち北浜テラスも

最初「社会実験」という

形でやったんですが、規

制が多い川沿いの場所

を変えていくための一

つのやり方かなと思っ

ています。ずっと何も言

わずにやってしまうと

違法ということなんで

すけれども、ちゃんと話

し合って、「1 か月だけ、
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1 か月だけ。ちょっとだけ」というとなんとなく許してもらえるというかですね、

そんな形で社会実験をいつも先にやるんですね。 

次は、私たちはここに船をつけたい。北浜という地名は、大阪の中心部船場の

北側の浜ということで、水とのかかわりが元々あった場所です。ですので、船で

北浜の店にやってきていた。そういう歴史を再生したいと思ったので、船がつけ

られるような岸を――現在は当然ダメなんですけれども、「1 か月だけ」と言って

2011 年に 1 回目の社会実験を行いました。 

 

それをみなさんにご報告しました。それとともに大阪府さんは普通の浮桟橋の

船着場は、メンテナンスが大変なので、そういうものは今後は作れないとの見解

でした。今までもいっぱい大阪府さんが作ってきているんで、それはもう計画上

は終わっている。だからダメですということです。なので、岸部が船をつけられ

るような形になるのであれば、それは可能性がある。雁木式という階段はご存知

かと思いますが、その階段を川に向かって階段を作るのではなくて、川の流水方

向に向かって階段を作ります。いろんな高さでどこかで水位が合うのかなという

ことです。 

そういう社会実験を 2012 年に「ちょっとだけ」ということで、またやらせて

いただきました。それをまたみなさんにご報告して、そうこうしている間に大阪

府さんもそのような気になっていただいたのです。まだ未計画、確実にはまだな

っていないのでお示しできませんが、そのような方向の絵を描いていただいてお

ります。これではその図面の右の方にちゃんとした船着場というか船寄場があっ

てですね、上の中之島のちょっと途切れている部分の下くらいにもう一箇所、そ

のミニ版があって、さらにその左の方には、なにも飛び出したりはしないんだけ

れども船は着けられそうな場所を作ろうかなという話を、今、しているところで

す。 

大阪の川は汚いというイメージがまだまだあるかもしれませんけれども、今日

お集まりのみなさまに、琵琶湖をきれいにしていただいておりますおかげで、大

阪の川もカニが産卵して、鵜がウナギを捕るような姿を見ることができるように

なりました。 

人が川と向き合って生活する都市計画とは、どんな姿なんでしょう。世界の中

心で愛をさけぶというドラマがありましたが、それをもじって、大阪の中心に世

界に誇る水辺景観を作るという言葉を合言葉に、地域と大阪府さんとで共鳴しな

がらやってまいりました。さて、それはうまくいくでしょうか。どうぞ今後とも

よろしくお願いします。 

山根さん：本当は船着場のアップ図をいれるようなことになっていればいいですけど

ね。ぜひ会場のみなさんでお聞きしたいことがあれば。少し時間がありますので。 

嘉田知事：すみません。せっかく大阪府、商都大阪の灰原さんに河川環境関係で来て

いただいているので、府としてどういう抵抗があり、どう変えてきたのかというこ
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とを、ぜひ共有をしていただきたいです。実は、滋賀県も水辺の利用をいろいろや

りたいのですが、「河川法上」の制限があります。河川法の越え方を少し共有させ

ていただければとおもいます。 

灰原さん：今のお話についてお答えします。右上の写真で、ここにビルがあって、こ

ちら側に高い防潮堤があって、その間に足場を組んでいるところあたりがいわゆる

河川敷で、この左側の防潮堤の向こう側に水面が見えますのが川です。 

河川区域というのは、みなさんご存知のように、河川敷地はみんなのもの、だ

から特定の人には使わせないということです。結局はみんなのものなので、誰にも

使わせませんということでずっとやっていました。 

けれども、だいたいこの土地は誰が使えるんですか、誰が使うんですか、そう

いうことをわかっているのは、やはり河川管理者なんですが、判断できないところ

は苦しいところです。そもそもこういうことをやろうという人が出てきたことが奇

跡なんですね。そこで、次はどうすればいいのか。こういうことを特定の人に許可

をしたらだれが文句を言うのか、困るのかということを、便利のよい言葉で、さっ

きずっと山根さんが言っておられた「社会実験」でやってみましょうということで

す。 

ON/OFF で行ってしまうとなかなか後戻りできないのが行政ですけれども。ま

あやってみてえらいことになったらやめて、これで洪水がおきるのならもう最初か

らできないですが、洪水が起きるわけではなく、何か不公平不平不満を頂きながら

やっていく。それが社会実験だということを信じて、信じて 3 年くらいたちまし

た。 

特に大きな問題もなくできていますので、最初やってみてよかったです。とい

うのは、河川法は平成 24 年 4 月から、特別に区域を指定していると、河川区域

での営業行為ができるように河川法準則の改正が進んでいますので、社会実験でな

くても、いろんな手続ができます。（道路から救急車の音・・・）これ以上しゃべ

るなということですかね、すみません。 

福廣さん：お二人は、最後までいていただけますね？ということなので、ここでスペ

シャル・セッションの方は時間切れということです。「ちょっとだけの社会実験」

とか「人が川と向き合う」とか「できてしもた」とかそんなキーワードがありまし

た。とりあえずは北浜テラスのお二人、ありがとうございました。 
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全体討論 

 

総合コーディネーター：福廣勝介さん 

コメンテーター：嘉田由紀子さん、片寄俊秀さん 

全 体 選 考 員：菊池玲奈さん、さとうひさゑさん、朴恵淑さん、山道省三さん 

 

全体討論における発表団体：１０団体 

テーブルＡ 

【復活】A-１ 白鳥川の景観を良くする会 

〈推薦〉A-３ 渋川生き物絵図作成支援委員会 

〈推薦〉A-５ せせらぎの郷 

テーブルＢ 

〈推薦〉B-3 守山市勝部自治会 

【復活】B-４長浜市木之本町杉野地域づくり協議会＆長浜市北部振興局

産業振興課 

〈推薦〉B-５ 市民自然観察会 

テーブルＣ 

〈推薦〉C-２ 特定非営利活動法人芹川 

【復活】C-３ 山内エコクラブ 

【復活】C-４ 水土里を守る新旭地区 

〈推薦〉C-５ 高時川源流の森と文化を継承する会 

（注：〈推薦〉はテーブル選考で推薦された団体、【復活】は復活選考で推薦された団体） 

 

福廣さん：これから全体選考に入るのですが、９団体が１０団体にもなりましたし、

急いで続いてやらしていただきたいと思います。 

のちほど自己紹介と申しましたけれども、改めまして福廣勝介といいます。三重

県名張市から来ました伊賀者です。「山」・「川」が

伊賀人の合言葉です。滋賀の甲賀とは電車で行く

と、滋賀からは遠いんですが、滋賀甲賀とは、山

越え陸続きです。伊賀者と甲賀者はものすごう仲

が悪かったようなんですが、2 月 19 日に、「忍者

の教科書」という本が出ます。伊賀忍者研究会と

甲賀研究会が一緒に出します。初めてのことです。

仲良しです。 

このフォーラムの司会は、もうお前見慣れたとい

われるくらい４年目に入っております。もうぼち

ぼちというふうに思っております。僕の自己紹介

はこんなところです。 
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この選考会は、午前中もそうですが選ぶことの大変さ、あるいは難しさ残酷さみ

たいなところがあるわけですけれども、去年、はたと気が付きました。「これは見

本市や！」というふうに思っております。 

見本市なので、これはこれが好きやという好き嫌いがありますねえ。選考委員の

みなさんも好き嫌いを言うてもろて、ということでええんやないかと思います。 

それで選考委員のみなさん、前の座席のところに出ていただきましょうか。選考

委員の皆さんの顔がわかるように、選考委員のみなさんは出ていただきましょうか。

それで選考委員のみなさんの自己紹介をいただいて、その後１０団体のプロジェク

トの発表をお願いします。 

自己紹介をちょっといただいてですね、さっき言いましたように好き嫌いでやっ

てもらったらよいのです。「それ、お前、考え方具合悪いわ～」ということは、ま

た来年の選考委員の審査にもこの場をしたいと思いますので、あまりいい加減なこ

とを言う、今日だけは許していただいて、来年はあかんなという、それはもちろん

これを含めてですということです。 

先生方を前に発してしまいましたけれども、それではどうしましょうか。山道さ

んから自己紹介をいただけますか。 

 

山道さん：イラストとは顔が似ていない山道です。山

道といいながら川のことしかやっていないとい

う私です。 

今日来ていらっしゃいます九州の田中秀子さん

のところの広松伝（ひろまつ つたえ）さんから、

「山は川という字を書いて、川をこう横に止める、

つまり水源だ！」と言われました。救われたと思

ったことがありますけれども、実は私、全国の川

づくりワークショップでは、選考委員をしたこと

がないんですね。苦しみがあまりわかっていない

のですが、本当に大変だなあと思っております。 

福廣さんから好き嫌いという話もありましたけ

れども、私が「あっ、これは！」と思うものがあれば、是非推薦をしたい、選びた

いと思っております。よろしくおねがいします。 

福廣さん：僕から一言付け加えます。北井実行委員長は、「滋賀の会は、東京のパクリ

をしている。」と言います。 

東京に「いい川・いい川づくりワークショップ」という同じような会があります。

始まってもう１５年になります。その会をスタートさせた、選考理由、講評の過程

をみなさんにみてもらうというスタイルの会ですが、山道さんはこの会を立ち上げ

た陰の立役者です。 

次、朴さんよろしくお願いします。 
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朴さん：みなさまこんにちは。朴恵淑（ぱく けい

しゅく）と申します。名前のとおり、韓国生ま

れ育ちで珍しく日本が好きです。私のような人

がたくさん出てきたらいいなと思うんですけれ

ども。まあ、仲よくなるのが一番かなあと今日

も感じました。なかなか午年であるということ

もあって、結構暴れるんですけれども、年をと

ったのか最近かなり甘く丸～くなりました。こ

ういうような傾向をずっと持っていきたいなあ

と思っております。 

今年でこのフォーラムの選考委員は３年目に

なりますけれども、総合コーディネーターであ

る福廣さん、片寄先生、嘉田知事が嘉田先生の時、山道さんと一緒に日本のいい

川いい川づくりのことを、滋賀県だけではなく実は韓国もパクっているんですね、

今１０年目になりました。そういう形もあり仲よくしましょうということで今日

やってきました。どうぞよろしくお願いします。 

福廣さん：言われたように「韓国ワークショップ」を韓国に伝染さしてもらいました。

僕と朴さんとは三重仲間で親しくさせてもらっています。 

では次、さとうさんお願いします。 

さとうさん：皆さんこんにちは。京都から来ましたさとうひさゑと申します。 

京都で NPO の「アート・プランまぜまぜ」とい

う団体をもう１１年やっていまして、アートと市

民をつなげるという活動をしています。１１、１

２年活動している時に、桂川の環境を考える団体

さんと一緒に日吉ダムで一緒にアートイベントを

始めたということから、こういった川の活動の方

にも時々顔を出さしてもらうようになりました。 

今日も最終選考でいろんなお話を聞かせてもら

えるんじゃないかと楽しみにしております。よろ

しくお願いします。 

福廣さん：さとうさん自己紹介時の発言にもありまし

た、環境というとすぐ自然環境みたいとこにいき

ますけど、大きな大事な人間の活動の部分のアートの方が、こういうところに出て

きていただくのは非常にめずらしい領域の人だと思っています。期待しています。 

それでは、次、菊池さんお願いします。 
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菊池さん：みなさんこんにちは、菊池玲奈と申します。

昨年までテーブル・コーディネーターとしてご一緒

した方いらっしゃると思うんですけれども、正直、

全体選考どうしようと未だにドキドキしています。 

私はいつも自己紹介が一番困るんですけども、も

ともと環境や生物の専門では全くなく、総合商社、

むしろ環境と全く真逆の仕事をしていたんですけ

ども、そういった中で一回仕事に疲れ果てて、会社

を辞めて、１年だけ OL を辞めていろんなことを経

ていこうという中で、農業あるいは田んぼといった

現場に出会いまして、そういったいろんな課題があ

る中で、課題が課題がと言い合っていても仕方がな

いなということが一つの自分の原点になっています。課題があるのであればそれを

価値と感じてもらう人をみつけて新しい価値をつくっていきたいということで、川

もそうなんですけれども水田あるいは農山村の方に入りながら仕事をしてまいり

ました。 

今、滋賀の方で３歳半の子どもを育てています。私にとっては、滋賀の水、それ

から大地というのが、子どもが未来、そこで生きていくための非常に大事な基盤に

なりますので、こういった会の中で皆さんに教えていただきながらすばらしい滋賀

を残していけるような役割を自分でも見つけていきたいと思っています。どうぞよ

ろしくお願いします。 

福廣さん：菊池さんと僕は、年に 1 回、この会だけお会いする関係、冬の七夕。次、

片寄先生お願いします。 

片寄さん：「かたよせ」といいます。肩を寄せ合って生きていこう！という、やさしい

心の持ち主でございます。 

この会は、実は、第 1 回第 2 回、私が司会をさせて

いただきました。ほとんど歌を歌っていた記憶がある

んですが、最近、のどをちょっと痛めまして、アコー

ディオンにはまりまして、やっとちょっと一つ弾ける

のが「川が呼んでいる」という、「ら～ら、ら～ら、

ら～ららら」という、これがちょっと弾けるようにな

った程度でございます。そういった川好きです。 

元々は、実はバリバリの技術屋さんでありまして、

大学を出てからですね、大阪府の千里ニュータウンの

大規模な開発、大規模宅地造成の実施設計というのを

担当しまして、だからバリバリの技術屋で、洪水がで

たらどうするかとかですね、山をどうやって削るかと

かですね、「なぜ、君は山を削るんですか？」、「そこに山があるからだ！」とか、
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そんなことをやってきた人間でございます。 

次第に私も朴先生に負けず劣らず丸くなってきまして、やはり削ったり埋めたり

するだけではだめなんだよ、いい川をつくっていこうじゃないかということに、だ

んだん、私自身も技術的な面も含めて、深く切り込んでまいりました。 

大昔に、私は学生時代、アフリカのチンパンジーの調査隊の一員で今西錦司さん

という方に付いていった時に武勇伝がありまして、そのご縁で嘉田さんとも親しく

させていただいた経緯があって、ここに呼んでいただいております。 

まあ今は単なるじじいでありますが、「川ガキ」という言葉がありますが、「川じ

じい」というのは私が第 1 号と思います。 

福廣さん：片寄先生は、僕にとってまさしく師匠でございまして、もう一つ、先のさ

とうさんのお話をしましたが、今ほどは歌を歌ってもらいましたし、後でスケッチ

も出ます。すごいアーチストであります。 

では、The 知事の嘉田さん、よろしくお願いします。 

嘉田知事：琵琶湖研究所の時代から、水と人、湖と人のかかわりをどう再生していく

か、私の理想は昭和 30 年代、懐かしい未来なんですけれども、そう思っている時

に山道さんが『多摩川』という本を出してらっしゃいました。1975 年から川の文

化、歴史すべて総合的な川の雑誌でして、それで私は山道さんにすぐラブレターを

書いて、そこにも書かせてもらいながら縁をつくらしていただきました。 

その前に、片寄さんは、1960 年代、『ブワナトシ

の歌』という本がありました。私はまだ高校生でした。

ああ、こういうところでアフリカに行けるんだという

ことで、実は大学で探検部を選んだのもこういう皆さ

んの影響なんです。 

というような、（マイクの調子が悪く、ハウリング）

もうやめろということですね。（笑） 

全国大会の「いい川・いい川づくりワークショップ」

が、１５回でしょうか開催されているのですが、かな

り最初の頃から選考員として参加させていただいて

います。ポイントは１つ。ともかく選ぶ人、選ばれる

人が同じ目線だということです。活動する人が、みな

同じ目線で仲間になって当事者意識がもてる、こうい

う場面は極めて少ないのです。 

今日は、１メンバーとして、まさに今日隠れ職員がたくさんおります、環境の隠

れ職員もいます、農業も林業もいます。職員とともにこういうやり方を河川だけで

はなくて、他の部門にも広げていきたいなと思います。 

滋賀県庁の中に、そして市町の中に、こういうお互いに公開で褒めあう文化をひ

ろげていけたらなと思っております。今日はよろしくお願いします。 

福廣さん：ありがとうございます。当事者であって、１メンバーであって。今日は、
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朝から夜までフルタイム出席していただく知事です。 

そういうメンバーで進めます。 

ではこれから、先ほどから選ばれたといってしまわんとあかんのやけど、１０の

プロジェクトをみんなの前でもう一度発表いただいて、「いいところ見っけ」の会

を進めさしてもらいたいと思います。 

3 時半まで発表をいただいて、それに質疑なんかを重ねていきたいと思います。 

１０のプロジェクト、ちょっとしんどいですけれども、一気にいかせてもらいま

すので、よろしくお願いします。 

去年の記録集をみていると、突然 C グループから始めたりしてたんですけれども。 

ややこしいので今年はまた戻ってやりましょうか。A、B、C というとなんか序

列があるような感じがして気になってしゃあないので、こんなことをしたんです。 

 

では A―１の白鳥川さんからやっていただきましょうか。 

発表５分、短くても結構です。長いとちょっと具合悪いです。発表５分でお願い

します。 

みなさん１０のプロジェクトの発表を始めていただくのですが、時間を計って、

ちょっと無粋な「チン！」というベルが鳴りますが、ご容赦願います。タイムキー

パーの方は悪者になってくださいね。 

では、A-1 白鳥川の景観を良くする会さん、よろしくおねがいします。 

 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

■A-1 白鳥川の景観を良くする会 

一番最後におまけで選んでいただきました。白鳥川です。 

今日は、代表の吉田が選考委員のため、代わって中野が発表します。よろしくお

願いします。 

私ども白鳥川の景観を良くする会、まず最初に、白鳥川の全体の概観図です。 

非常にきれいな川です。３面張りではなく自然な川です。 

近江八幡の駅の近くから琵琶湖畔まで約５ｋｍ、この間の清掃、桜並木づくりと

いうことをやっております。 

目的は、景観の向上、桜並木５ｋｍ、

憩いの場の散策づくり、生きがいづく

りです。 

2006 年からスタートしました。今

年９年目になりました。会員は５８名、

７班に分かれて一人ひとり役を持って

います。月２回ないしは３回、年間２

８回、先ほどの５ｋｍを活動場所とし

ています。定例では、除草ごみ拾い、
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桜並木づくり、後でお見せしますがぼんぼり等の設置散策路の取り組みをしていま

す。 

５ｋｍをどうやっているか、１回あたり 600m×10 回、５か月かかります。５

か月で５ｋｍの草刈りを全部やって、次の５か月で２回目をやる。だから、年間で

はほぼ２回半刈っております。 

これは定例作業の状況です。朝定例ミーティングをやって、草刈りの道具をそろ

えて、準備体操をして作業します。 

安全保安員を２人選んでいます。これだけ人数がおりますと、ケガをされると困

りますので、安全保安員を毎回毎回選んで、現場の安全パトロールを、それから危

険な時には注意をする、一日終わったらその所感を述べて後の反省に生かすという

ことをやっています。 

これは、定例活動の草刈りの状況です。非常に夏場は大変です。みんな頑張って

やっています。 

ごみも結構あります。川の中までごみ拾いをやっています。 

これは桜です。いろんな桜６５０本あります。管理台帳をつけて管理しています。 

これは台風１８号時の状況です。決壊すれすれの状況でした。台風後３日目の写

真です。桜が倒れてしまいました。その始末も我々がやっております。 

事業ですけれども、桜ぼんぼり、鯉のぼり、こどもさんを川に入れて一緒に勉強

する、あとベンチをつくるということをしています。 

桜ぼんぼりですが、ここにサンプルを持ってきました。この絵は、近所の子ども

さんや学生さんに集めてもらって、この絵をラミネートしてぼんぼりを作っていま

す。 

これは去年のものです。今年は、もう一回この絵を集めています。２８０枚集ま

りましたので、その絵を全部取替えます。それを吊ります。そうすると、お子さん

たちは自分の絵がどこにあるのかを見てくれる、それで子どもさんたちといろいろ

関係を持っている。 

これは学習会の状況です。川の中まで入ってもらってやっています。非常にたい

へんなことなので、今ほとんどの子どもさんは川に入れないという状況なので、こ

の活動をサポートしています。 

年間のごみの量、それから草刈りの距離です。 

毎回約３０名前後集まってくれています。 

今後の課題です。まず後継者。それから情報の共有化。お金は全部ボランティア

でやっていますので補助金しかもらっていませんのでこれをどうするか。それから

先ほどからいっておりますがこれからも子どもたちとの連携ということを考えて

いかなければと思っています。 

最後です。ホームページを持っていますので、ホームページで全国のみなさんに

もお知らせしております。 

ご清聴ありがとうございました。今後とも白鳥川景観を守る会の活動にサポート
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いただけるよう、よろしくお願いします。ありがとうございました。 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

福廣さん：見事な時間配分でやっていただきました。 

さて、早速に選考委員のみなさんから、質問なり感想なりご意見なりをお受けし

たいと思います。 

片寄さん：質問。先ほどね、掃除ですかね、「体調のすぐれない人を中心にやった」と

おっしゃった？ 

「白鳥川の景観を良くする会」さん（以下「白鳥川」さん）：体調がすぐれない人はごみ拾い

です。高齢者なので機械は持てない、だけれども参加はしたい、そこに参加するこ

と自体がその方の喜びになる、それからここに来ることが喜びですという方もいら

っしゃる。 

片寄さん：すごいなあ。体調がますます悪くならなかったの？（会場 笑） 

「白鳥川」さん：「今日は体をよく動かしたから、メシがうまいわ」とのことでした。 

片寄さん：ありがとうございました。 

福廣さん：健康のもとですね。はい、では朴さんお願いします。 

朴さん：私は質問ではなく感想を一つ。簡単にキーワードにまとめてみました。みな

さん見えますか？AKB ならぬ「AKT」です。 

AKB ご存じではないですか？ちょっと年齢がわかりますねえ。今大変なアイド

ルですが、おじさまはいろいろあるんですけれども、AKT といったのは、まず安

全を第一に考えていくとの A、それから K は健康、環境、こども、今後の課題。

そして T は楽しくということで AKT。これからもがんばっていただきたいなと、

滋賀には AKT があるぞということで。 

「白鳥川」さん：ありがとうございます。AKT これから使わせていただきます。 

福廣さん：ありがとうございます。今日の進行は、選考委員の方には大きな付箋にキ

ーワードを書いてもらって貼ってもらおうと思っておりますので、みなさんそのよ

うに進めたいと思っております。 

次、どなたか質問、感想ございませんか？はい、山道さんお願いします。 

山道さん：今おっしゃっていた、要するに具合が悪い人でも川に行くと確かに元気に

なって、ご飯もうまいし明るくなると。これはねえ、本当にねえ、今医者が注目し

ているんですよ。それで、子吉川という川が秋田にあるんだけど、病院が病気の方

を全部川に連れて行くんです。そうするとおっしゃったようにね、よく眠れる、薬

の効き方がいい、血糖値血圧が下がるとこう、すごいことなんです。これね、デー

タをとられると学会発表できるんじゃないかと。がんばっていただければと思いま

す。是非ね、「川で医療を」というキーワードを出しました。 

福廣さん：白鳥川さんは、データ記録されるのはものすごく得意な団体さんですから

ね。 

はい、どなたか他おられませんでしょうか？会場からも何かありましたらいただ

きたいのですが。時間のコントロールが難しいけどね。はい、嘉田知事どうぞ。 
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嘉田知事：まさに、白鳥川の横は近江八幡の市民病院ですよね。ですから是非データ

をとっていただいて。実質、市民病院の方はよく花見とかに出てきてくれはります

やん。だからぴったりだと思います。 

それから彦根の市民病院は、横に犬上川があります。それから長浜の市民病院は、

横に長浜新川があります。ずいぶんと水辺と医療施設ってね、県内みるとあります

ので、これ県の次のプロジェクトにしたいなあと思います。ありがとうございます。 

「白鳥川」さん：ありがとうございました。貴重なご意見、吉田代表と相談してどうす

るか決めさせていただきます。 

福廣さん：病院と連携すると「AKB」に戻りますね。 

はい、どうでしょうか。会場からも頂戴したいのですが。選考委員の方を中心に

やりますから優先ですけれども。 

はい、一応終了時間になりましたので不足感はいろいろあると思いますが、２つ

めのプロジェクトに行かせていただきたいと思います。 

次は、A-3 渋川生き物絵図作成支援委員会のみなさん、よろしくお願いします。 

 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

■A-３ 渋川生き物絵図作成支援委員会 

これから私たち渋川小学校の取り組みを紹介します。ある日の授業のこと。 

（寸劇） 

「はーい、じゃ、みんな見てください。これが昔の渋川の記憶絵図です。まず、

気付くことはありますか。」 

「あ、あそこにキジがいるよ。」 

「はい、はい、あんなところに、キツネもいるよ。」 

「うわー昔ってこんなに生き物がいたんだね。今っているのかな。」 

「あー、いないよ。だってマンションだっていっぱいあるし、渋川って結構都会

だしね。」 

「えーどうだろう。んーじゃー調べてみたらいいんじゃない。」 

「あ、調べてみようか。」 

「あ、でも僕らだけじゃ無理だよ。」 

「あ、だって、魚だとか虫だとかいっぱいいたら大変じゃん。」 

「あ、確かに。」 

「そうだ、全校のみんなに頼もうよ。」 

「お、いいね。」 

そこで、全校でキックオフ宣言をして、地域の人の協力のもと、季節ごとの生き

物調査をして、絵図にまとめることにしました。 

（寸劇） 

「うわ、こんなに協力してくれる人がいるんだ。」 

「いろんな大学の人や、博物館の人も協力してくれているね。」 
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「よし、みんなで生き物を調べよう」 

「1 年生は草花、神主さんと。」 

「2 年生も草花、タブレットを使って学生さんと。」 

「3 年生は昆虫、大学の先生と。」 

「4 年生は鳥、野鳥センターの先生と。」 

「5 年生は魚、地域の方たちと。」 

「6 年生は土壌生物、琵琶湖博物館の方々と。」 

「はい、じゃー絵図の下図絵案には、どんなものを入れたいですか。」 

「はい、たくさん生き物を見つけたから、やっぱり生き物を入れたいな。」 

「はい、でも都会だから、ビルとかも書きたいし、それに電車とかもやっぱり走

らせたいよね。」 

「そうだね。やっぱり僕たちの渋川の町もわかるようにしていきたいな。」 

支援委員会では、このような子供たちのアイデアを取り入れて、下絵を作ってい

きました。出来た下絵に子供たちは、生き物や生き物とかかわる自画像を貼り、絵

図を完成させました。これが、その生き物絵図です。 

（場内：うおー） 

絵図には、553 名の全校児童と子供た

ちが見つけた百種を超える生き物が描

かれています。そして、完成記念式典を

して地域の人といっしょに喜びました。

実は、もうひとつ絵図と同じぐらい大切

な宝物を子供たちは作りました。子供た

ちは、イラストを描くだけでなく、その

時の思いを文章にしていました。全校児

童の感想をまとめたものが、この生き物語りファイルです。553 名の感動が詰ま

っています。 

「渋川のことをもっとみんなに知らせたいな。」 

「それじゃ校内に展示したり、環境会議で発表したりしましょう。」 

「はい、先生。みんなに見てもらうためにも大型ショッピングモールとかに展示

するのもいいと思います。」 

「いいね。いいね。」 

子供たちは、伝える活動にも力を入れました。環境会議では堂々と自分の言葉で

大好きな渋川のことを語っていました。先日は環境副大臣と政府官が絵図を下見に

来られました。大臣からは、「子供たちだけでなく、みんながつながった地域一丸

の取り組みだ。」と評価していただきました。 

絵図ができた後に子供たちに環境を守るために一番大事なことは何かと質問した

ことがあります。話合いの末、子供たちが導き出した結論は、「ふるさとを好きに

なること。」でした。人や自然とのかかわりを通して、ふるさとの環境を自分事と
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とらえるようになっていました。みんなの協力のもと描いた絵図には、大切なふる

さと像が描かれていたようです。このようにふるさとが大好きな子供たちによって、

持続可能な社会が作られていくと信じています。 

これで終わります。 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

福廣さん：ありがとうございました。僕 4 年総合コーディネーターをさせてもらって、

絵図という言葉、この場で出てきたのは初めてです。さて、質問なり感想なり、こ

れは、まずさとうさんから。 

さとうさん：はい。あの、とても楽しい絵でもっと近くで見たいなという感じなんです

けれども、そうですね、これは何人くらいで書かれたんですか。お聞きしたいです。 

「渋川生き物絵図作成支援委員会」さん（以下「渋川委員会」さん）：子供たちが書いていま

すし、この下絵は、全職員が書いていますし、色付けも全職員がかかわっています

し、地域の方もかかわっていただいています。たくさんの方にかかわっていただい

ています。案は、先ほど支援委員会でも出ましたけど、心象絵図の手法を考案され

た上田洋平先生にもかかわっていただいています。 

さとうさん：ありがとうございます。 

福廣さん：はい、引き続きどなたか。はい。 

片寄さん：失礼ですけど・・・あなた方は何者ですか！？ 

「渋川委員会」さん：はい、紹介が遅れました。渋川小学校の職員です。4 人とも。 

片寄さん：あっ、女子高生かと思った。失礼しました。 

（会場 笑い） 

福廣さん：はい、他にいっぱい質問がありそうかなと思うんですが。 

山道さん：記憶絵図っていいですね。いろんなところで古いものを集めたりするんで

すけれど、本当に記憶絵っていうのは、新鮮に感じますね。 

この後、これをどうするかっていうあたりがあって、みんなふるさとが好きに

なるというのだったんですけども、古い写真とか古い思い出を集めて将来の町と

か地域のビジョンをですね、市民と行政が共有するというそういう材料に使うと

効果的かなと思うんですよね。 

ぜひ、この先をもう一歩子供たちとともに何かやっていただけるとすばらしい

アイデアとかまちづくりができるかなと、いい川も含めてできるかなという気が

しましたね。すばらしい活動ですね。できれば小学生の子供たちがきてやってく

れると、もっと良かったかもしれませんね。 

「渋川委員会」さん：ありがとうございます。 

嘉田知事：子供たちの感想はあるのですけれど。聞かれた地域の人とか、昔のことを

話しをした、まさに高齢者が元気になったとかそういうことはなかったですか。 

「渋川委員会」さん：高齢者ではないんですけれども、地域の方が応援に来てもらって

いて。 

嘉田知事：はい、今日来ていらっしゃる。ぜひ地域の方のご意見も聞かせていただけ
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るとうれしいですね。あの、なかなか学校と関わりにくいですよね。そういう時に

地域から出ていく話、お願いします。 

地域の方：渋川小学校のさっきの説明の中の最初に渋川の風景の記憶絵を 5 年前から

スタートしまして、3 年前に完成して、その時に絵を描いてくれと頼まれまして、

その仲間の一人です。 

50 人のプロジェクトで風景の記録絵ができたんですけれども、渋川の風景の記

憶絵ができまして、それから、その絵を見て小学校のみんなが、生き物探しをし

ようというそこに発展した。風景の記憶絵が小学校に飛び火したということで、

僕らは、ものすごく喜びました。 

その時に、6 年生 5 年生 3 年生 2 年生がキックオフ宣言されたときに、僕に宣

言書受け取ってほしいといわれまして、それで小学校に行きました。その時の子

供たちの意気込みを、もろに受けまして、携われた先生方と一緒に授業が終わっ

た後に、皆さん遅くまで残って、一緒に私も参加させていただきました。地域の

方々の協力で、この屏風もできました。予算がないと、小学校は予算がないとみ

んなの地域でやろうということで、完成しました。 

この絵の中に、今日の川のフォーラムなんですけれど、伊佐々川という川がカ

ーブしています。それから左に葉山川があります。大きい川はそんなんですけど

も、本当に細かい川が昔は、ここ全部水田やったんです。川を大事にしていた僕

らの仲間、先輩方の老人の方々の風景の記憶絵を見て小学生の方々が生き物探し

をしてもらってこの絵ができました。（絵図には）人がいっぱいですね。生き物が

どこにいるんや、あれなんですけれども、いっぱいいました。見えてないんです

けど、僕らも生き物のひとつやと、僕はそれをものすごく強く感じました。一緒

に生きてるんや、と、生き物絵図、川、水と太陽と風とか土とか大切やというこ

とが、この絵にありましたので、よろしくお願いします。 

福廣さん：ありがとうございます。今、僕らも生き物のひとつやとおっしゃっていた

だきました。今日ソチオリンピックで、審査員に行かれている遊磨さん、（例年、

選考員でご参加ですが）今日は欠席ですけれども、遊磨さんは、人間も一緒の生き

物やな、といっつも言われていますね。はい、ありがとうございました。時間おし

いですけども次行きます。 

次は A-5 せせらぎの郷のみなさんよろしくお願いします。 

えー次からの皆さん終わりそうになったら時間節約のため、すぐ出てもらうよ

う準備しておいてください。じゃ、お願いします。 

 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

■A-５ せせらぎの郷 

みなさん、こんにちは。我々は、野洲市の須原とせせらぎの郷というところか

ら発表に来ました。 

我々の取り組みというのは、魚のゆりかご水田ということで、ゆりかご水田の
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方を取り組みしていただいているんですけれど、パネルの一番左の昔の様子という

ことで昔は、琵琶湖と田んぼの水面が同じになっていまして、そこで魚とかその日

食べる魚とかそういった自然の恵みを自然に感じられて、自然とのつながりの中で

我々も生かされているという環境でした。 

その中で現在、今の排水路ということでコメの生産性を上げるためなのか、田

んぼをきれいに整地して排水路の方も琵琶湖の水面と段差ができるような形で、魚

は以前は、田んぼの方で産卵をしてたのですけれど、今の排水路になってからは、

魚が排水路を遡上して田んぼで産卵できる環境ではなくなった。自然とのつながり

が、途絶えてしまった。そういった環境になりました。 

そこで上から 2 番目の、せき上げた魚道ということで、排水路に段を作ってせ

き上げていって、魚の道ということで魚が琵琶湖から遡上して田んぼで産卵できる

環境を作りました。 

そこで魚が産卵できる環境を整えて、後、田んぼの方でも魚が産卵して稚魚が

そのうち琵琶湖に帰るんですけれども、そこで成長できるように、農薬とか除草剤

を使わずに、なるべく減らして、減らすような形で米の方も作っております。 

そういった取り組みをさせていただい

て自然とのつながり、自然との恵みとい

うのをもう 1 回見直そうということで取

り組みをしております。 

そういった取り組みを皆さんに広め

たい、こういった取り組みをしてますよ

ということで田んぼのオーナーさん、オ

ーナー募集というのをさしていただいて、

そういったことを広めようとしたり、オ

ーナーさんを募集して 2 段目の田植体験、魚つかみ体験、稲刈り体験をさしてい

ただいています。 

その中で、大阪の方で収穫祭、吹田の方で収穫祭、東京の方で収穫祭等、その

活動の輪というのは、年々徐々になんですけれど、広まっている状況にあります。 

その中で、子供の地元の小学校への出前講座に行きまして、こういった取り組

みをしている。小学校の生徒にも生き物の大切さ、そういった恵みの中で生かされ

ているということを伝えるために出前講座。大学のゼミ講座ということで、こうい

った取り組みに視察も最近では、去年お見えになっています。 

あと、伝統文化の継承ということで、ゆりかご水田、魚道に上がってきたふな

をつかんで、それを鮒ずしにしてみんなで食べたりとか、そういった昔の食生活を

もう 1 回見直そうと取り組んでおります。 

最近では、六次産業化ということで、ゆりかご水田でとれたコシヒカリをお酒

にする取り組みをしております。このお酒をつくる取り組みは、耕作をしない若い

人が一緒に取り組めるということがメリットで、僕は、耕作をしているんですけど、
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違う若い、地元の若いメンバーがこういったお酒には取り組めるということで、地

域全体として今はこのゆりかご水田に取り組んでおります。 

以上です。ありがとうございました。 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

福廣さん：ありがとうございました。時間ぴったりで終わっていただきましたが、さ

あ、さてみなさんご質問、ゆりかご水田、ご質問、ご意見を。 

山道さん：ゆりかご水田という命名はどなたが 

福廣さん：これは知事、教えてください。 

嘉田知事：琵琶湖博物館時代に、昭和 30 年代の聞き取りをすると田んぼは、魚の産

卵場だったと。（魚がたくさん集まって島のように見えるので）「うおじま」ってと

いうんですけれども、その「うおじま」を復活しようということで博物館の研究成

果を出して、そして行政の事業にして、名付けもしました。 

福廣さん：はあ、そうですか。これは、全国的に使われていませんかね。 

嘉田知事：全国的には、「生き物の産卵場」、田んぼですから「冬水田んぼ」とかあり

ますけれど、なかなかこう、湖の周辺に田んぼがあるところは少ないですね。霞ヶ浦

なんかは、比較的応用可能だったとは思います。 

福廣さん：じゃー菊池さん、霞ヶ浦つながりで 

菊池さん：須原の方の取り組み、4 年ぐらい前にお邪魔させていただいて、その時は、

本当にみなさんどうしようって、それこそ魚が上がる田んぼだから「ゆりかご」と

いうところまではあったんですけれど、そこで戸惑われていて。その中からこの仕

組みの流れの中で、自分たちでオーナー制度をやってみたり、耕作をされていない

方も地域の宝として田んぼにかかわる仕組みを作っていきたいとか、みなさんの試

行錯誤のなかで、どれだけこう豊かに取り組みが発展されているということに驚か

されています。 

恥ずかしながら霞ヶ浦は、なかなかこういった取り組みは進んでいないんです

ね。そういった意味で滋賀県からしっかりこういうことを発信して、だからこう

いうことを応用する地域もたくさんあると思いますし、それによって本当に地域

の皆さんが集まって話合いをしたり、どうやったらいいだろうかと寄り合うもっ

とすごく素敵な種にもなっていくと思うので、いろんな意味で頑張っていただき

たいなと思ってエールを送らせていただきます。 

福廣さん：ありがとうございます。朴さんそれではお願いします。 

朴さん：ひとつ教えてほしいんですけれども、今後ひとつのまあ、大きな主題となる

だろうと思うんですけれど先ほど一次産業の六次産業化ということを、いい言葉を

述べられたんですけれども、水田つまりお米からの六次産業化というのはなかなか

厳しいものがあるのかなと。 

ただこの地域は、大阪とか、またいろんなところの近くにいろんな会とかある

ので、ここでゆりかご米でブランド力を高めれば、何かなるのかなと思うんです

けれど、具体的な戦略とか考え方とかあるのでしょうか。 
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「せせらぎの郷」さん：はい、ありがとうございます。特にないんですが、我々の思い

としては、より皆さんに知っていただきたい。そして、こういったゆりかごとい

う活動そのものを広げていきたい。という思いで、さらに、六次化ということで、

お酒を試みた次第であります。 

ちょうどこれは、2 年前からですね、いろんな方に相談申し上げて地域で何回

か、数回寄り合いを重ねてまいりました。結果、よしやろうということで昨年の

8 月だったと思うんですが、地域の皆さん、関係者の皆さんにそろって特にこの

コシヒカリでお酒造りということは、滋賀県でも珍しいことでございます。一人

でなく耕作者 10 人それぞれのコシヒカリでやらしてもらうということで、やっ

ております。 

朴さん：ぜひとも、「ゆりかご米」というのが、日本全体のブランドになるようによろ

しくお願いします。 

「せせらぎの郷」さん：ありがとうございます。ご支援よろしくお願い致します。 

福廣さん：「ゆりかご米」ね。「ゆりかご酒」も出ますね。次は。はい、いかがでしょ

う。よろしいでしょうか。あとちょっとくらいは時間が。はい。 

山道さん：住民の活動でですね、本当にみなさんまじめにやってこられているんです

けれども、最近もっと楽しくやろうよという話に加えて、「おいしいものを食べよ

う」という、「おいしい川づくり」という発想が出てきて、ぜひですね、お米だけ

ではなくて「おいしいゆりかご水田」みたいな発想で行くと、まさに鮒ずしもそう

だし雑草もそうだし、いろんなことをやってることが、いろんな人を集める要素に

なるので、ぜひいろんな試みをやっていただけるといいかなと思います。 

「せせらぎの郷」さん：ありがとうございます。 

福廣さん：ありがとうございました。えー次は B-3 守山市勝部自治会。 

 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

■Ｃ-３ 守山市勝部自治会 

勝部自治会副自治会長の小林と申します。どう

ぞよろしくお願いします。 

後ほどここで出てくると思うんですが、カフェ

「ちょっと」を昨年始めましたので、団塊の世代

より私は少し若いんですが、一応一員であります

ので、今日はそのカフェ「ちょっと」の衣装で発

表させていただきます。 

5 分間で流れるように作っておりますので早

口でしゃべりますけど、どうぞよろしくお願いし

ます。 

人口が 8 万人を超えた守山市の中心市街地に

あり昨年 12 月現在で４４７５人が暮らす大き
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な自治会です。 

小学校、幼稚園、保育園、エルセンター、こども園等の教育機関や勝部神社、

用水ポンプ場、北野池跡、親池跡、高見の池跡など水辺のトレジャーもあり、駅前

にもかかわらず丹堂川など 9 河川が水をたたえ水辺には賑わいがあります。町内

の水辺の古きをたずねて新しき挑戦の中から親水、防災、水の恵みが生きる活動を

お伝えします。 

地域にスポットを当てて 4 年目となるウォーキング、自治会イキイキ事業の歴

史文化サロンの皆さんを案内人に昨年は水辺のトレジャーハンティングに出かけ

ました。 

ごみゼロ運動も兼ねて会館を出発、大川のカバタや千代町にあるポンプ場、た

ちばな川の上流にある勝部の川の命・用水工など地域のお宝にも触れました。 

親水活動は 5 回を数える水フェスタの会場で子供たちのチャレンジです。遊歩

道の手作り看板は 2010 年に制作したんですが、昨年すべてリメイクしました。 

中水川勝部ホタルの道やホタル保護指定区域に指定された今宿川勝部ホタル北

の道にあるすべてのものをリメイク、取り付けはまちづくりの皆さんです。 

子育てサロンのちびっこたちも水車の前で水遊びに歓声を上げて、部屋では風

鈴づくりを楽しみました。水フェスタで放流や魚や水棲生物などの観察は子供たち

にとって楽しいひと時です。水辺の生態系や自分たちがすべき環境保全の学習も継

続中です。 

高齢者も生き物の観察に挑戦しています。中学生は夏祭りのためにタチバナ川

沿いカエデ参道にペットボトル灯篭の準備や人気の着ぐるみの出演、お化け屋敷、

模擬店のテント設営など今年も盛り上げてくれました。 

一方高齢者も水車復活プロジェクトに住民から無償で材料提供や技術協力等を

受けて、今回は水車をパーツに分けて、傷んだ時にはそれぞれ傷んだパーツを交換

すれば壊れても交換することで回り続けるであろうという設計をして園児たちが

見守る中、安らぎの場に２台目の水車が復活しました。 

防災活動では、１０月の総合防災訓練で婦人消防隊の指導のもと、子供たちは

水消火器で消火にチャレンジをしました。高齢者はウラ町、守山女子高校の火災で

活躍した雄姿を最後に７年間保管されていた汎用ポンプいわゆる人力ガッチャン

ポンプを見事修復しました。水車と同様手作りのボランティアです。定例訓練で試

運転して総合防災訓練や出初め式でその雄姿を披露しました。中心になったのは、

勝部昇竜会のメンバーです。手作りの格納庫も完備しています。 

水の恵みを生かす活動では小学生が平均年齢８０歳以上という「お袋の味伝え

たい会」の方の地域の材料を使った郷土食づくりに参加し、夏はヨモギもちや流し

そうめんに舌鼓をうちました。文化祭では餅つきもしています。孫たちの指導だけ

ではなくウォーキングでの昼食に豆団子とかお母さん達相手の講習で３年前には

あめのいわご飯もいただきました。今年は男性の料理教室も開講しました。琵琶湖

の湖魚やエビを使った滋賀ならではのお料理をつくりました。地域の丹堂川で取れ
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た鯉を使ってあらいとか筒煮をおいしくいただきました。 

団塊の世代の挑戦もあります。地域福祉のプロジェクトとして「ちょっと」カ

フェを開店。当日豆をひいて注文が入ってからコーヒーを入れるこだわりで、コー

スターや帽子もメニューも手作りです。夢は青空カフェです。農業組合の方のプロ

ジェクトもあって、焼きトウモロコシの出店があったりします。 

鎌倉時代から続く火祭り、これを取り仕切る松明組は小学生に水フェスタでか

き氷を振舞ったり、松明体験の機会を設けたりして、子供たちに次を継いでもらう

ような工夫をしています。 

自治会協力のもとで営農倶楽部さんを中心に松明の菜種がらを育てるように守

小の三年生でやって四年生で刈り取る体験もさせていただいています。 

地域のトレジャーを守るためには、やっぱり維持管理活動が欠かせません。年

二回の町あげての活動は、合計１７００人ほどの参加があり、二トントラックで山

盛り１０杯ほど集まります。最近では住民の方に頂いたカキツバタも見事に花を咲

かせました。 

水あっての水車、水あっての腕用ポンプ、水あっての安らぎ、水あっての癒し、

そして水の恵みを受けた料理が地域の人と人をつなぐと考えています。地域のトレ

ジャーとともに心和む四季の移ろいを次世代に引き継いでいきたいと思っていま

す。 

ありがとうございます。 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

福廣さん：ありがとうございました。これだけのフルプログラムなら５分はしんどい

ですね。さて、早速、質問感想をお願いします。 

片寄さん：自治会でやっておられるんでしょ。なんという自治会ですか。自治会に最

近入らないという人も多いが、そういう白けた人もおられるんですか 

「守山市勝部自治会」さん（以下、「勝部自治会」さん）：中には数名います。ほぼ皆さんに

入っていただき、入っていただいたら必ず自治会館、住吉会館といいますが、会館

を訪ねてくださって、私たちと対面してお話をさせていただいています。 

片寄さん：自治会費はどれくらいですか（会場 笑い） 

「勝部自治会」さん：月５００円です。 

片寄さん：ありがとうございました。 

福廣さん：つづいて、さとうひさゑさん。 

さとうさん：去年もプレゼンテーションがすばらしくて見ているだけで５分間圧倒さ

れているんですけれども、今年は割烹着の姿で来られて、それがすごく新鮮な感じ

なので、次からのプレゼンテーションは、何かもっとアナログ的なところで打ち出

して、より面白いプレゼンを見せて頂ければ嬉しいと思います。 

福廣さん：さて、ほかにいかがでしょうか 

山道さん：「ちょっとだけ」ていうの、いいですね。さっきの北浜の話もそうだけど、

これキーワードですけど、頭の中でイメージしていることを、ちょっとだけでもい
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いから具体化するといろいろな共感というか、できるものが出来上がると思うんで

すよね。ちょっとだけカフェというのは何か理由があるのですか 

「勝部自治会」さん：皆さんに「ちょっと寄っていこか」という気持ちをもっていただ

きたい。必ずそこに行かなければいけないじゃなくて、とおった時に、「ここ、カ

フェって書いてあるけど、ちょっと行こうか」という気持ちで、町内の方以外の方

でも寄ってくださる時がありますので、それは感激しています。 

山道さん：「ちょっと」が「ちょっと」で済まなくて「もっと」という話にならないで

すか（会場 笑） 

「勝部自治会」さん：回数は「もっと」になってという希望はあります。 

山道さん：「ちょっとだけ水辺」をみんなで作りませんか。ありがとうございました。 

菊池さん：お話ありがとうございます。私も聞けば聞くほど毎年進化していく取り組

みに改めてびっくりしているんですけども、最初の頃はどちらかというと川を守り

たいというお話だったと思うんですけれども、それをちょっとご褒美を頂く代わり

に直していきましょうみたいな、地域とか自然と人の構成がすごく楽しいなと思っ

てお話を伺っていました。 

福廣さん：双方向性ですね 

嘉田知事：伝統の勝部の火祭りを維持していただいているということで平安時代から

の。火祭りって男性世界ですよね。神社とかだいたい男性が多いんですけど、女性

として入り口とかやりにくさとかあったら教えてください。 

「勝部自治会」さん：実際に松明を担ぐことは、私はできないので、若者たちの苦労を

周りの方に知っていただきたいという気持ちがあって、この場合もできるだけ松明

の方にいろんなお話を聞いてここへ来させていただいているのですが、だいたいお

祭りというのは、神社の方からお金が出てされていると思うのですが、うちの火祭

りは違います。守っている松明組という中学生から 35 歳までの男性で構成されて

いるその組員が自分たちで管財を集めて、そのお金の方で神社の方に奉納している

形になっています。だから、人を集めるにもお金を集めるのも大変苦労しているの

と、第二土曜になったということで、3 日の日にいろんな行事があるんですけど、

その行事の後から本番の火祭りの日までに相当期間があくことがあって長く休み

を取らないといけないという時に、企業さんに、こんだけ休むのかと言われると言

っていましたので、企業の方にも地域の祭りを守るそういう何かちょっとほしいな

と、それをできるだけこういう場で伝えておかないと、あの子たちが伝える訳には

いかないので、それが女である私の使命かなと思っています。 

福廣さん：さすが女性知事の所だけあって、違いますね。ありがとうございました。 

僕、三重の名張なんですけど、お祭りは、そちらと一緒で住民がお金を出して

住民主催でやっています。安心しました。次は長浜杉野地域の皆さんお願いします。

そのあとＣの２、３、４で行きますのでそのつもりしておいてください。 
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-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

■Ｂ-４ 長浜市木之本町杉野地域づくり協議会＆長浜市北部振興局産業振興課 

そうしましたら、長浜市の杉野地域の取り組みについて紹介させていただきま

す。 

杉野地域のこの取り組みはさきほどの午前中の会では最低評価だったので、こ

ちらは、水車好きの方がたくさんおられるということで、水車の話になりますので

よろしくお願いいたします。 

ちょっと省略させていただいて、杉野地域は長浜市木之本町にありまして、国

道３０３号沿いのまっすぐ道を抜けますと岐阜の百合川町に抜けるということで、

杉野川が地域を流れています。 

この杉野川から農業用水を取っておりまして、その用水は年中水量が変わらな

いという用水がございまして、そちらに滋賀県の農村の近いエネルギーという事業

を今年作っていただきましたので、長浜市のほうも一緒になってこの取り組みを杉

野地域でやっていただくと。杉野地域は、さきほど申しました用水を使って、何か

水力発電できないのということを前々から考えていらっしゃるところでして、そこ

に今回この事業で取り組むことにしていただいたということです。 

１２月に杉野小・中学校、地元にあるんですけども、こちらの子供さんたちに、

地域のお寺の境内なんですけども、来ていただいて再生可能エネルギーの勉強をさ

せていただいたり、そこで「ピコピカ」という既製品で小水力の発電装置なんです

けども、子供たちと一緒に地域の方と組み立てていただいて、それを用水路に持っ

て行って設置していただきました。新聞でも取り上げていただき、もしかしたらご

存じの方がいるかもわかりません。 

無事につきまして、全く電気のないお堂だったんですが、きれいな明るいライ

トがついたということで地元の方にも喜んでいただいています。 

これからの杉野ということで、先ほどのパネルの時から感心いただいているの

ですが、手作りで螺旋水車を作るということを今やっています。地域の裏山から木

を伐りまして、その木を加工して、こういった形の螺旋水車にしていこうというこ

とで、この写真は京都市の伏見工業高校の先生が学校で作られたものなんですが、

これを拝見いたしまして、これを地域の木で作っていこうということで、今は途中

なんですが、枠組みとこの木の長さをそろえて切るというところまでできています。 

これから、これを少しずらしながら、組み立てて設置していくというところで

す。 

発電機は、自転車のハブダイナモを使っていますので、ほとんどホームセンタ

ーやネットで簡単に購入できる部品を使って、低コストで誰でも作れそうな手作り

でやっています。もう一月ほどで完成する予定ですので、また、見学に来ていただ

けたらと思います。ありがとうございます。 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

福廣さん：ありがとうございました。はい朴さん。 
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朴さん：環境の専門家として今回は、一言申し上げたいと思うのですが。 

応援したいからなんですが、こんなに“役に立たない”小水力を考える発想が

すばらしいと思います（会場 笑い）。 

これは全く普段の我々のエネルギ

ー源としては、どうしようもないと

思っているのですが、ただ、これが

いざという時に、何か災害があった

時に、これこそ地元の地産地消と言

っていいんでしょうか、発想のすば

らしさというか、こういうことが絶

対役に立つことがあると思いますの

で、これから蓄電池もどんどん発展

していくと思いますので、面白おか

しく終わるのではなくですね、新しい技術と組み合わせて、絶対変えないで、二

重らせん構造じゃないですが、手作りの螺旋水車をぜひとも成功させて地元の名

物にさせて頂ければと思っています。応援します。 

「長浜市木之本町杉野地域づくり協議会＆長浜市北部振興局産業振興課」さん（以下「杉野川」

さん）：これを教えていただいた京都市の伏見工業高校の足立先生の所にお話しを

聞きに行きましたら、ある地域では手作りの水車をバッテリーでつながれていて、

何かの時のために設置されていると。普段は使わなくても、それを置いておかれる

という話を聞きまして、そういうことを今後参考にしていきたいと考えています。 

朴さん：さすがよく分かってやってらっしゃいます。応援します。是非とも続けてく

ださい。実物も見せて頂きたいんです来年は。よろしくお願いします。 

福廣さん：手作りの木の螺旋水車は大変めずらしいですね。さっきの勝部さんは水車

のパーツ換えですし、さすが水の国ですね。滋賀は木の国でもあるんですね。どな

たかご質問。ご感想は？はい会場の 

会場の方：取り組みも発想も大変面白かったんですけどね、ここの地域だけではなく、

いろんな地域で水が流れているところはぎょうさんあるんですよ。僕は琵琶湖バレ

イであれをしているんですけどね、琵琶湖バレイでも相当きつい水がね、流れてき

ている状態もあるし、そんなんをほったらかしにしとくのもったいないちゅうて、

知事のあれやないけどね、もっとそういうことを促進して、電力がそんなに大きい

ことではないかも分からんけどね、それを利用するいうことで、もっと促進してほ

しいなと思います。 

会場の方：ありがとうございます。そうですね、勾配のきついところで水がいっぱい

の所ありますね。 

「杉野川」さん：手作りできますので、ぜひ（笑） 

福廣さん：いかがでしょう他には。それでは、とりあえず進めさせていただきます。

ありがとうございました。 



 42

次は、Ｂ-５の市民自然観察会の皆さんです。よろしくお願いします。 

 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

■Ｂ-5 市民自然観察会 

みなさん、こんにちは。市民自然観察会の活動報告をさせていただきます。 

市民自然観察会は、平成 20 年に立ち上げ

ました。目的としましては、自然観察会を通

じて子供に自然という遊び場の提供をする

こと、活動の輪をメンバーだけでなく、地域

の市民と共有し合い、生き物との共存の大切

さを広めていくこと、西の湖の豊かな自然を

次の世代へ引き渡すことです。 

西の湖の周囲には自転車道が巡らされて

いて、約 15 キロあります。 

ヨシ刈りとごみ拾い、それから、小さな植物を虫眼鏡で観ている活動を行って

いますが、いつも自然を満喫しながら楽しくやっています。私たちは人と自然・生

き物が共存することにより生態系が守られ、人間の命が生かされているとの思いか

ら、発見と感動を大事にして活動しています。 

野鳥観察とツバメのねぐら観察を行っていますが、この写真では少し明るいの

でまだツバメが写っていないのですけど、もう少し暗くなるとヨシ原にたくさんの

ツバメが帰ってきます。 

それで、安土地区でツバメへの関心が高まって来まして、活動が地域に広がっ

てきました。 

私たちの主な活動の一つである環境保全活動ですが、最初から自然観察と環境

保全活動を同時に出発させてきました。環境保全活動は西の湖園地とよし笛ロード

でヨシ刈りをしたり、散在ごみの回収をしています。 

貴重な植物がありますので、夏場は草刈りをしています。冬場はヨシ刈りに力

を入れています。 

西の湖と周辺で野鳥と野草の観察をし、その結果をまとめた冊子としてまとめ

ました。調査の結果、数多くの希少種があることがわかりました。また、ヨシ原は

多様な生き物の命のゆりかごとしてかけがえのない大切な場所であることを実感

しました。 

西の湖に飛来した水鳥が最も多かった年月日と概数を年度別に棒グラフにして

いますが、2009 年の１月 17 日には 3,000 羽が来ております。2,000 羽が来

ているときもありますし、少ない年もあったということがわかると思います。２～

３年は水鳥の数が減って来ているようになっていますが、原因はわかっていません。 

西の湖の自然と湿地保全の大切さを市民と共有し合い、積極的参加による湿地

保全活動の輪が広がっていくことを願っています。そして豊かな自然を次の世代へ
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引き渡せるよう努力していきたいと思っています。冊子を環境学習教材として、ま

た、自然観察用に使っています。 

西の湖園地で毎月１回作業しているのですけれども、応援としてネイチャーサ

ポートに来てもらっています。以上でございます。 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

福廣さん：ありがとうございました。さて、ご質問・ご感想お願いします。片寄先生

お願いします。 

片寄さん：ネイチャーサポートって、どこの人ですか？ 

「市民自然観察会」さん：みなさんが寄り集まってネイチャーサポートという組織を作

っておられるのですけど、私もよく知らないのです。（会場 笑い） 

滋賀県内のいろんなところから来てくださっていて、私たちでは力仕事ができ

ないので、先ほどのヨシ刈りもしてもらっています。 

片寄さん：彼らもねぐらを求めておられるのですかね。（会場 笑い） 

福廣さん：会場からのご質問はいかがですか。どうぞ。 

金尾さん：琵琶湖博物館の金尾です。先ほどテーブルＢで選考させていただいて、も

う少しＰＲしておかないといけないと思います。今選考員には配られています冊子

を拝見したのですけれども、その元となる、今までの観察会の記録がすべてファイ

ルにとじられています。 

自然観察をされた時の記録をとり、写真に撮られて、それが冊子にまとめられ

ています。 

かなりの種類のリストができておりまして、ある意味学術的にも使えるような

データでもあり、それを自然観察会を通じて蓄積されていて、おそらくこのような

ものがなければ、我々もレッドデータブックの編集もやっていますけど、こういう

地域の方々が築き上げてきたものには、我々研究者だけが積み上げてきたでは遠く

及ばない重要なデータだと思いますので、この冊子自体、そして活動されてきたこ

と自体、積み重ねに価値があるということをサポートとして言わせていただきます。 

福廣さん：これも特別なサポートですね。はい、どうぞ。 

嘉田知事：西脇さんが観察会をやっていて、一番楽しいこと、うれしいことはどうい

うことがありましたか。そして皆に伝えたいことはどんなことでしょうか。 

「市民自然観察会」さん：８年間は長いようなのですけれども、毎月に１回ではなくて、

３回・４回したこともありまして、新しいものを発見する喜びとか、自然の中で伸

び伸びする感覚とか、自然からいただくものがすごくたくさんあって、だからとに

かく新しいもの好き、知らないものを知る喜びが大きかったように思います。 

嘉田知事：ありがとうございます。西脇さんは大阪の方ですか、地元の方ですか。 

「市民自然観察会」さん：生まれたのは兵庫県の田舎で、尼崎・大阪・京都と住みまし

た。そして今近江八幡に住んで 30 年を超えます。 

嘉田知事：ずっと琵琶湖線沿いで。（会場 笑い）終の棲家にしていただければ。 

「市民自然観察会」さん：そうですね。 
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山道さん：私ももうすぐ 65 才なのですけど、こういう丹念に調査をなさっている方

に聞くのは少し失礼かもしれないのですけど、こういう知的な調査・研究はボケ防

止になるのではないかと。健康の話に近いのですが、やはり覚えなければいけない

わけですよね。どうやって覚えるかということもあるのですけど、そのあたりのご

感想を。 

「市民自然観察会」さん：もちろんボケ防止になると思います。やはり図鑑といっても、

完璧な図鑑というものはないのです。あっちの図鑑で調べたり、こっちの図鑑で調

べたり。正確な冊子を出さないといけないので、かなり頭を働かさないとできなか

ったです。８年かかって、今からさかのぼると 10 年前ですので、私ももう少し若

かったのでできたと思っているのですけど、これからだと少ししんどいと思います。 

福廣さん：知的好奇心のお話をいただき、ありがとうございました。 

次はＣ－２特定非営利活動法人芹川のみなさんよろしくお願いします。 

 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

■Ｃ-２ 特定非営利活動法人 芹川 

ＮＰＯ法人芹川です。 

芹川は彦根城に注ぐ川として重要だということで、彦根の方々は芹川の自然を

守ってきました。時代の変化の中で美化活動をまちづくりの一環とする必要がある

ということで、各自治会と、芹川を大事にしてきた環境団体３～４団体が集まって

ＮＰＯ法人芹川をつくってきました。 

清掃が一番の目的ということで、地域の学生も入って清掃活動をしてきました。 

その中でやはり次世代を担う子供たちに

自然を受け継いでもらいたいということで、

この一生懸命やって来られた方々が私たち

に声をかけていただきまして、子供たちを育

成する取り組みができないだろうか、という

ことで、放課後児童クラブをやっていた人た

ちが一緒に加わることになりました。 

放課後児童クラブは５校でやらせていた

だいていて、250 人の児童に来ていただい

ているわけですが、地域で遊んだ経験がない

とか、自然の中での遊び方を知らない子供たちが多かった。そこで、低学年の子供

たちにまず自分が生まれた土地を好きになってもらう、生まれた地域を好きになっ

てもらうということを大事にしたいということで、地域の人々とお話することや地

域に出て遊んでもらうということを大切にしながら放課後児童クラブを進めてき

ました。 

地域のお話を伝えたいということだったのですが、彦根は城下町だということ

でお話があまり残っていません。いろんな方々に聞いてみますと、彦根では絶対い
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たであろう妖怪のお話がいくつかありまして、それを使って子供たちと一緒に夏休

みに妖怪を探しに地域に出ていく活動をやっています。 

芹川には河童はいないと専門家には言われたのですけれども、地域のおばあち

ゃんに「芹川で河童がいたのを見た」（会場 笑）と言っていただいて、河童がい

るということで、河童から手紙が来て子供たちが地域へ探しに出ていくということ

になります。 

意外なことに、地域に出ていくと、まったく関係のない地域の方々に「河童は

どこにいますか」と子供たちが尋ねると「あっちで見た」「こっちで見た」（会場 笑）

とのことでした。夏休みの最後には「河童を見た」という子供たちが続出し、妖怪

を見た子供が出てきます。 

昨年は補助金をいただいたので、子供たちが触れ合ってきた妖怪を絵本にさせ

ていただきました。その絵本を見ていただいた地域の方が、「あれはすごく良いお

話だったけど、芹川の河童が赤く書いてあったけど、わしが見た河童は緑やった」

（会場 笑）という方がいらっしゃって、赤・緑論争が起こりまして、地域の学童

の子供たちは赤か緑かでもめています。 

そういう触れ合いを通じて、私たちは子供たちを育成していきたいと考えてい

ます。 

ありがとうございました。 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

福廣さん：きっと本当にいてるんですね。そうでないとそんなにたくさんの人が見た

といいませんから。僕も河童が大好きなのですけど。さて、ご質問やご感想お願い

します。どうぞ。 

朴さん：私は変わっているかもしれないのですが、妖怪が大好きでして、彦根の妖怪

は悪者なのですか、可愛いものなのですか。私たちの近いところにいて、ふざけた

遊びが好きなのですか。それと、赤か緑かという論争が起こっているとのことです

けど、両方あってもいいのではないでしょうか。 

「芹川」さん：何色でもいいのです。妖怪というのは、私たちはもともと昔話を語った

りとか、昔話を中心に活動してきました。 

昔話というのは先祖からのメッセージでして、文字を持たない庶民のお話を伝

承で伝えてきたということで、子供たちには先祖からの幸せになる知恵を昔話で

伝えてきたいと考えています。できれば地域のお話を使いたいところなのですが、

彦根では近年までお城の町でしたので、伝説は残っていても、昔話、「昔々あると

ころに」というのは残っていません。ただ、妖怪というのはなぜかお年寄りも子

供も大好きで「見た」方が続出しております。 

本当は絵本という形よりも、自分で想い描いて欲しかったので、何色でもよい

のです。自分が赤色だと思えば赤色だし、緑だと思えば緑色です。今回は、滋賀

県の河童は赤だと私は思っていたので、赤で描かせていただいたのですが、そう

いう思いがあるということと、伝承を通じて、人間に近いところで妖怪は生きて
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きたと私は思っています。 

河童は、どの川にもいて、水神様の使いだと言われておりまして、夏休みの終

わりには、子供たちには「ちょっと怖いもの」から「自分たちを守ってくれるも

の」に河童のイメージが変わってきます。 

朴さん：妖怪図鑑はどこで買えるのですか。 

「芹川」さん：かなりたくさん刷ったのですけど、ほとんどなくなってしまいました。 

福廣さん：僕も先ほど聞いたのですが、絶版とのことです。菊池さん、どうぞ。 

菊池さん：学童の取り組みということで、３歳の子供を持つ親としてすごく興味を持

って聞いていたのですけど、現実的に「小 1 の壁」というものを痛感しておりま

して、保育園は本当に手厚くみてもらえるのですけれども、小学校に入ると仕事は

どうなるのだろうと今すでに考えているのですよね。 

そういった中で、子供の感受性が豊かな時期にふるさとへの愛を育んでくれて

いるこういった学童保育というものがぜひうちの近くにもあったらいいなと心か

ら思いました。ぜひ頑張ってください。 

福廣さん：はい、知事よろしくお願いします。 

嘉田知事：妖怪でまちおこし、「妖怪地（ようかいち）」というのがありますけど（会

場 笑）、いっぱいいるんです。ですから自信を持って進めていただきたいです。 

1,000 人の清掃グループが学童保育でこんな楽しい取り組みをされて、狂言も

されていましたよね。狂言は全国大会でも賞をもらっていましたし、ここまで来

るかと本当に感心しています。ぜひ彦根りんごも含めて、色々な物語を発掘して

子供に伝えてもらえたらと思います。ありがとうございました。 

福廣さん：まだ時間がありますので、どうぞ。 

山道さん：福岡で河童でまちづくりをされているのですが、その動機が、河童や妖怪

がいる水辺がなくなっていったからなのです。それで河童を復活させようとしかけ

た男たちがいまして、河童の声を最後に聞いたおばあさんの話しを録音したり、

色々な仕掛けをしたのです。「妖怪地」ではないけれど、まちづくりに有効だと思

うし、子供たちにとっても風景が立体的かつ内容が濃いものとなるので、ぜひこれ

を真剣に流行らせて欲しいですね。伝説を作って、10 年も言い続ければ確実に伝

説になります。それを目指して頑張っていただければいいと思います。 

福岡には河童博物館があるのですけど、「この間の洪水でうちで飼っていた河童

がいなくなったから、琵琶湖で発見したら連れてきてくれ」なんてことになると

いいですね。７色の河童がいて。（会場 笑） 

片寄さん：河童は、Wikipedia では「伝説上の動物、または未確認動物」と書かれて

いて、「色は赤または緑」となっていますね。 

「芹川」さん：私は赤が主流だと思いますが。 

片寄さん：彦根は赤河童らしいですね。 

福廣さん：（会場に）どうぞ。 

松尾さん：彦根に住んでおります松尾です。芹川で頑張っていた川づくりの会のメン
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バーが、芹川を大事にして清掃もやってこられて、私も参加しました。ＮＰＯ法人

芹川さんは清掃だけでなく、スパイラルで変化させていく取り組みの広がりを感心

しております。私は犬上川の方で主にやっておりますけれども、ＮＰＯ法人芹川さ

んが積み上げられて変化させて来られた取り組みを評価して欲しいと思います。 

福廣さん：ありがとうございました。時間に余裕があると思っていましたが、河童に

つままれて時間がなくなりました。ありがとうございました。 

いつもの山内エコクラブの子どもたち。よろしくお願いします。 

児童クラブっていうのもはじめてのキーワードですよね。多分。児童がでてき

ますよ。 

 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

■Ｃ-３ 山内エコクラブ 

水と生き物と暮らしのかかわり方。山内エコクラブ。 

（拍手） 

こんにちは。山内エコクラブです。 

今年は、野洲川の上流に住む私たちは、春から周囲にある田んぼに出向いて、

生き物調査をしました。そこで田んぼの水はどこから来ているんだろうという疑問

を持ちました。今年は田んぼに流れてくる水に着目して、県立大学の学生さんと一

緒に水路調査をすることにしました。 

県立大学の皆川先生に協力をもらって、三重県松坂の櫛田川付近に行きました。 

そこは、水路についてあまり勉強していない私たちが、歩いてたどるにはいい

ところでした。 

櫛田川頭首工からは、用水路、ポン

プ場、給水栓、水尻、排水路、伊勢湾

まで歩き、農業水利の仕組みを知りま

した。水路の水が流れる速さを調べま

した。 

また、条里遺構の未整備水田地帯に

行き、生き物を観察しました。 

ここは、水路はコンクリートで整備

されていないので、土手でできた水路

と田んぼを生き物が行き来してました。いた生き物はだるまカエルや、おたまじゃ

くし、ドジョウ、カワムツがいました。 

山内では田んぼから、上に向かい、上へ上へ、用水路、排水路をたどっていく

と、水を分け合うための水路があることがわかりました。道路の下をくぐっている

水路、坂道を逆行している水路、ポンプを使わない自然の水路、井水のために岩に

穴をあけて作られたマンボウ、長い水路を経て、野洲川の上流に向かいました。 

坂は上り坂なのに水路は下っているのは、地面の下に傾斜のついた水路があり、
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マンボウというトンネルをつくったりした知恵が昔の人にはあったことを教えて

もらいました。 

用水路には用排兼用の水路がありましたが、用排兼用水路の方が、高さがない

ことから、生き物が行き来しやすいこと。 

圃場整備されていない水路は、たくさんの生き物が行き来できることがわかり

ました。 

高齢者からの聞き取りでは、水道がなかったときどうしていましたかと、80 歳

代の高齢者の方に聞きました。そこでは、井戸からの水をくみ上げたり、くみ上げ

てからの水は、水かめに入れておいたことを聞きました。 

また、山内には、黒滝という地区がありますが、そこには「お井戸」があるこ

とを聞き、最近やっと知ることができました。 

昔は山からの生水が流れて、上から飲み水、野菜洗い水、おむつ洗い水と順番

に水を使っていたようです。昔は村の人が集まって、野菜をリヤカーに乗せて、洗

いに来たそうです。今でも近所の人は使っていて、手を入れたら冬は暖かく、夏は

冷たい水だったということです。水路の使い方では、みんなが譲り合っていました

が、時には争いもあったようです。 

その様子を創作狂言にしました。 

（狂言） 

にんにん ぎらぎら ひでりがつづく  

ぎんぎん ぎらぎら あめふらぬ 

 

いやん まことに このごろは うちつづいての ひでりだによって 

田に水が少しものうて ほんと めいわく いたすことじゃ 

いや わが 田へまいった 

いや 田に水がすこしもない 

あれは しもの村の田んぼじゃが さだめて しもの村びとが とったもので

あろう 

よいよい こっちへとりかえそう 

 

えい えい やっとな 

やっとな やっとな 

えい えい やっとな 

やっとな やっとな 

 

ざわ ざわ ざわざわざわざわ 

がわ がわ がわがわがわがわ  

 

今年は 3 月に山内春のふれあいコンサートでまた創作狂言をします。 
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今年の活動で分かったこととして、田んぼに必要な水は、川から流れてきて、

水路で多くの田んぼに分かれていたこと。水路は譲り合い、分け合っていましたが、

時には、けんかもあったけど、ひどいけんかではなかったこと。 

井戸や井水を大切にされている文化があったこと。 

圃場整備が進んでいない田んぼには、たくさんの生き物が行き来していました。 

これからも山内の水をよりよくしていくために水を汚さない努力をしていきた

いです。 

これで山内エコクラブの発表を終わります。 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

福廣さん：急いで発表ありがとう。 

午前の役者は、間もなくあるコンサートの準備で、練習で帰ったようです。 

あとは 3 人で頑張ってくれました。さあ、どなたか発言をお願いします。 

会場の方：ありがとう。 

朝の発表と比べたら、もっと自信を持って力強く発表してくれたと思う。 

今日ね、皆さん方、関わってもらった中で、例えば、年寄から聞いたこととで、

これは大事やとか、これはむっちゃ好きやなという場所とかね、そういうのあった

ら答えてほしいねんけどいける？ 

ここの、この場所はむっちゃ好きやで、自慢やでということとか、お年寄りか

ら聞いたことで、これは大事にしなあかんでとか、あったら何でもええさかい言っ

てもらえたら、いける？ 

「山内エコクラブ」さん：先ほどのように、水を大切にして、水がめにためておいたり

など、あまり水を使いすぎないようにしていこうということを聞いて、そこがすご

いなと思いました。 

昔の人が水を大切に使っていたことを知って、昔の人はすごいなと思いました。 

今は水が普通に使える時代だけど、昔は水の争いがしょっちゅうあることがよ

くわかりました。 

福廣さん：ありがとう。はい、朴さん。 

朴さん：私は三重から来てるので、先ほど発表で、松坂市に行って、いろいろなこと

を調べましたということをきいてうれしかったんですね。 

皆さんは、スーパーキッズだと私は思っているんです。 

そして、今年ね、11 月の 10 日から 12 日まで、国連のユネスコという、みな

さんを教えたり、文化を奨励したり、そういう国際機関があるんだけれども、愛知・

名古屋で世界の会議が開催されるんですよ。 

三重大学はそれに合わせて ESD いいね三重２０１４というのを企画してるん

ですけれども、招聘したら来てくれますか？ 

（会場 笑）（拍手） 

大人にはチャンスくれないんですけども、子供にはくれるので、ぜひとも世界

のみんなの前で、発表してくれますか？ 
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やりましょう！（笑）じゃあ、今から練習しましょうね。招聘しますよ。 

「山内エコクラブ」さん：行けたら行きたいと思います。 

（会場 笑）（拍手） 

福廣さん：特別賞ですね。 

嘉田知事：はい、じゃあ、コメントを。 

今日、環境政策課の方、来てる？ 

今、議会に出している予算の中に、ESD 参加費の予算化をしています。（笑） 

議会で認めていただいたら、行ってもらえるかなと。 

朴さん：滋賀県先、三重県後、滋賀プラス三重の合同で ESD ということでよろしいで

しょうか？ 

嘉田知事：ESD は Education for Sustainable Development で、さっきの渋川、

Education for 渋川なんだったっけ？ 

「渋川委員会」さん：「大好き」 

嘉田知事：あ、渋川大好き（ＳＤ） 

そういう ESD もありますので。（笑） 

いろんな ESD、今日ヒントをもらっています。 

できるだけ有効に使ってもらえるように、ESD の参加費を予算化しましょうね。 

朴さん：そしたら、三重とか名古屋に来るときは、嘉田知事のところでだして、帰り

は三重がだすと、そういう感じで一緒に手を組んでやっていけたらいいなと思い

ますけれどもよろしくお願いします。（会場 拍手） 

福廣さん：すごいことが決まってしまいましたね。 

ところで、「お井戸」っていいますかね？あれ、井戸のことではなくて。  

嘉田知事：滋賀県内の湧き水は「井戸」というのが多いのです、ローカルな名前では。 

井戸というのはよく一般的にはですね、深く掘る「掘り井戸」のことをいうん

ですけども、ああいう風に湧いてくる湧き水も、生水とか湧き水、池とかもいい

ます。 

地域によって名前が違います。これは私が琵琶湖博物館時代に調べた調査結果

ですけど。 

ですから「お井戸」というのも、ごく自然な地域のローカル単語です。それも

地域地域で違います。 

福廣さん：松坂で調べたからということではなくて。 

嘉田知事：字ごとに違います。 

それぐらいローカルな言い方ですね。それだけ地域に根差している言い方だと

思います。 

福廣さん：それからもう一つ、マンボウというのは？ 

嘉田知事：マンボウはね、横穴トンネルです。 

福廣さん：それは全国的に言うんですか？ 

嘉田知事：これはね、不思議なんです。 
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実は、砂漠の南、イラン・イラクもマンボウなんです。 

で、もしかしたら、何かあるんじゃないのかと東大の小堀さんが研究していま

す。で、マンボウは横穴トンネル、これ結構、このあたりで一般的に。 

例えば草津の駅の横に、草津川の下を通る道がありますね、あれもマンボウと

いいますね。これはこれで、また一大テーマになりますね。 

朴さん：三重県でも四日市あたりでは、マンボウといいます。 

嘉田知事：道路のトンネルもあるし、水を引いてくる山のところに横穴トンネルを入

れて、水をひくのもマンボウです。 

朴さん：それから、「かまと」という言葉もなぜか日本ではマンボウ。 

嘉田知事：みなさんがゆくゆくいろいろ研究をできるテーマがあると思います。 

圃場整備したところと、圃場整備しないところ、あの魚がいったりきたりでき

る。これが、実は魚のゆりかごのポイントで、ちゃんと絵に描いてくれていると

いうのがすごいですね。 

今から発見しているので、農業土木の技術者にいつでもなってもらえるかなと

思います。 

福廣さん：知事ありがとうございました。河童と知事は時間をとるという。（笑） 

はい、山内エコクラブのみなさんでした。ありがとう。すごい賞をもらいなが

ら帰ります。 

C-4、水土里を守る新旭地区、よろしくお願いします。 

 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

■Ｃ-４ 水土里を守る新旭地区 

私、滋賀県は高島市の方から寄せていただきました。先ほどからカバタとか湧

き水とか、そういうところの地域です。その中で、農村まるごとっていう事業を

さしていただいています。 

ただ、あまりしゃべりすぎますと本題のことがしゃべれないので、今回はちょ

っと短めにさせていただきます。 

実は滋賀県で７８０程の組織が、

この田んぼの畔草刈であるとか、

農道の草刈、溝の泥上げ、まあそ

うゆうなことを基礎活動として

頑張ってやっています。 

それは滋賀県７８０言いますが、

田んぼの面積にしますと、5 万ヘ

クタールの田んぼがあるんです

ね。 

その中の 3 分の 2 の田んぼをこ

ういうような形で管理をみんなが頑張ってやっています。というような事業がい



 52

ま進んでいます。で、その中で、別のメニューとして、琵琶湖の水質を保全する

ために、水質、これ透視度調査と言いまして、子供が一生懸命測っているんです

ね。ほで、この結果を見て、おじいちゃん、ちょっと川が汚れてきたし、あんま

り流したらあかんのちゃうか、みたいなことで、孫とかですね、注意をうける。

まあそういうふうなところもあります。 

また、私のところは観察会などもやらせていただいてということです。 

最後にこれ、老人クラブの人がですね、わしらあんまり草刈できひんし、農道

の横のごみ拾いをしようかというようなことでやっていただいています。 

その活動の中で、わたくしとこの新旭地域は、どんなことやってるんやとゆう

ことで、特別にやっているようなことをちょっと説明をしたいと思います。 

まず、一つ目が、琵琶湖を汚さないように農家も頑張っていますということで、

節水活動、次が観察会はわくわくがいっぱいということで観察会の様子、最後に

コイ、フナが田んぼに遡上してあがるということで、それの部分の取り組みも始

めましたので、最後時間が余りましたら、少し説明したいと思います。 

次ぎに、これ一番大事なところで、説明ほんまにしたかったことがここです。 

琵琶湖の周辺に田んぼがありますよと、その田んぼでお米を収穫するために、

田植をします。で、代掻きをして田植をして、最後、水管理をしながら、最後、

刈取りをするというようなことです。その中で、やはり水管理ということをしま

す。 

それは水守当番が今、私とこでは、専任がありまして、当番になった人が見回

りして、田んぼの排水口から水が出ていると、ほら、もったいないな、これもっ

たいないし、「おーい締めてくれよ」言うて、田んぼの向こう側にいる農道側の人

に言うて蛇口をしめる。そういうような活動を始めてもらうようになりました。 

これが平成 20 年からとってるデータですけども、もともと基準年が平成 16

年から 18 年、3 年間の平均でとります。で、その時に水の量、使っていた水の

量が、これ１８００回、で、１ｍ８０ｃｍの高さの水がお米を作るときには必要

やゆう風に今までは言われていました。で、それにプラス雨が上に乗っかってく

るんですね。そんだけの水をつかっていたんですけど、わしらやっぱり節水せな

あかんなというようなことで、農家の人も、農家の人が忘れているときは、犬の

散歩いったときに、そこの犬の飼い主らがきばって、これもったいないなという

感じで蛇口をしめてくれる。まあ、そうゆうなことができるようになりまして、

ここのオレンジ色の部分、まあ年によって違いますけども、節水ができた。で、

節水するということは、この分が琵琶湖へ流さなくても済んだということです。

で、その量たるや、ここでいいますと全体の２５％に匹敵するんです。で、２５％

が節水できてる。これが一番すごいなと思って、自画自賛ですがやってます。そ

れでだいたい 6 年間で、６０トンの水が、泥がですね、直接琵琶湖へ行かなくな

った、それがすごいゆうことです。 

農家の方には、あんたら頑張ったおかげで基準年やったら 1700 円お金をもら
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うところやけど、1260 円、440 円財布にやさしかったんやで、それが一番言

いたかったことでございます。 

で、次、あっ、終わり。あー。（会場 笑） 

そしたらこれで失礼します。ありがとうございました。 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

福廣さん：ごめんなさいね。それじゃ、あの急いで報告してもらいましたんで、質問

の方も急いででよろしくお願いします。 

じゃ、嘉田さんお願いします。 

嘉田知事：ちょっとしゃべりすぎですが、この節水、琵琶湖からくみ上げた逆水の水

を節水をすると、ほんとにお財布にやさしいだけではなくて、琵琶湖にやさしい

ということで。 

どこもできるんですけど、やっているところがほんとここだけなんです。 

ほかのところも一部やってるんですけど、とにかく新旭のところが先駆的にや

ってますので、もし今日、農業関係の方、堀さんとかおられますよね。 

あの、用水路の経路で水を測る場所は部分部分しかないんです。本当は、一枚

一枚に水量のメーターを家庭のようにつけるともっと節水できるんですけど、そ

れをたぶんやると農家から大反発を受けるだろうから、わたしは言いながらやれ

てないんですけど、ともかくこれができるというのはすごい土地改良区の努力で、

まあ、これをメインでやってこられたというのが、本当に他のところでもぜひ真

似てほしいと思っております。ありがとうございました。 

「新旭地区」さん：集落で競争しながら節水やってるんです。ですので、これ、すごく

達成ができてるかなという感じですね。 

嘉田知事：集落別にデータを出すんですね。 

「新旭地区」さん：そうです。それでお金の徴収もしますよと言ってます。「なんでわ

しのとこ、単価高いんや」と、「あんたらだしすぎちゃいまっか」というとそれで

節水ができていきますね。 

福廣さん：競争は嫌いやけど、節水の競争やったらいいですね。すごいですね。 

いかがですか？はい、さとうさん。 

さとうさん：最初の発表を聞かせていただいて、その時もしゃべり足りないって言われ

て、今回もちょっとしゃべり足りないみたいな。 

パワフルで楽しく聞かせていただいたんですけども、今、地区で競争されてい

るというようなお話もあったんですけど、どういう風な組織でされてるのかとい

うのがちょっとわからなかったので教えていただけますでしょうか？ 

「新旭地区」さん：えっと、わたしのとこの水土里を守る会新旭地区というのは、全部

で 10 集落のかたまり、自治会が 10 個集まって、それぞれ田んぼがあるんです

ね。 

そこで琵琶湖からどんだけ水をくみ上げたか、で、くみ上げた水はそれぞれ分

水工ということで分けたところに量水器というのがついています。そこで水量の
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メーターがあって、そこでどんだけその地域に水がいったかというようなことが

測れるようになっています。 

そういう意味で各地域、田んぼが大きいところは、当然たくさん使いますが、

お使いになられる水田がどれだけあるかということ、それを測りなおしますので、

10 アールあたりの水の量が変わっていく、というようなことです。 

さとうさん：組織としては、農家の方というよりは自治会の方でされてるんですか？ 

「新旭地区」さん：そうです。あの、農家だけではとてもできないです。 

ご理解いただくためには、自治会の構成員である非農家の方がいかに協力して

いただいて、ここの自然を守る、景観を守るためには、やっぱり田んぼが草ぼー

ぼーやったら、みんないやになるよね、自分の住んでる環境をよくするためにと

いうことで、進んでやっていただいているということですね。 

会場の方：伝承されてきた教訓を取り入れて活動されていることがあれば教えてほし

い。地域でいろいろ活動をやられてきたなかで、これえーなとか、これちょっと

取り入れてとかいうようなことがあったらちょっと教えてほしいです。 

「新旭地区」さん：はい、まさしくうれしい質問でした。 

わたくしとこは琵琶湖から近いところに田んぼがあるんですね。 

そこに琵琶湖と田んぼを結ぶ連絡協議会というのをつくりまして、国交省とか

水資源機構とか高島市役所とかそういうところと連携して、琵琶湖と先ほどあり

ましたように、整備があんまりされてない水路と田んぼの差があんまりないとこ

ろで、休耕田を利用して生き物観察会をやりました。そこで絶滅危惧種が見つか

った。そうゆうなこともありまして、今、一生懸命その保全にも頑張ってます。 

福廣さん：ありがとうございました。時間厳しいんで申し訳ございません。 

ありがとうございました。いよいよ、最後の高時川です。よろしくお願いしま

す。 

 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

■Ｃ-５ 高時川源流の森と文化を継承する会 

高時川源流の森と文化を継承する会の活動報告をさせていただきます。 

今日発表させていただきますのは、高時川源流で生まれ育って自然とともに暮

らしを支えてきた会員でございます。 

琵琶湖淀川流域の最北端の水源の森と文化を保全する活動でございます。 

そこには、ブナを中心とする広葉樹林が県内最大規模に広がっておりまして、

源流の最初の一滴をつくっております。このような森が、広大に、水源に広がっ

ていると。森の下には、このようにユキツバキのような貴重な植物がたくさん生

えている場所です。 

この高時川源流というのは、白神山地からつづくブナ林が連続する西南端にあ

たりまして、広葉樹林を暮らしに生かしていく東北北陸の流れをくむ文化で、西

日本とは一線を画す文化となっている地域でございます。 
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このような中で、高齢化によって、あと、ダム問題による移転によりまして、

森林保全管理、文化の継承が難しくなる状況の中で、水源の集落の方が集まって、

文化と森を継承するということで買いが設立されました。 

大きな目的としては、源流の自然に育まれてきた文化を継承することによって、

水源の森や自然を守ることにつながるという考え方のもとで活動しております。 

巨木の保全活動ということで、トチやブナの巨木を、道のない渓谷を探索しま

して、1 本 1 本調査をして、120 本、24 日間の調査をしてまいったところです。 

それとともに、文化の継承活動ということで、トチの実の皮はぎですとか、広

葉樹林を活用したトチの文化がございます。 

ちょっとだけ実演します。 

（トチの実の皮はぎ実演） 

これがトチの実なんですけれども、これをです

ね、ここに座って、沸騰したお湯をぶっかけます

と、トチの実の皮が軟らかくなったら、この機械

で、間にはさんで皮をむくのが、これが昔からの

道具で、トチの皮剥ぎ機です。 

このような道具を使って、余呉のトチの実から

トチモチをつくる活動を再現しました。 

それと、伝統的な小屋づくりを再現しました。

昔ながらの小屋には、掘立小屋とマタグリ小屋が

あります。今回、掘立小屋を再現しました。 

マタグリ小屋ですが、同じようにカヤで囲いをするのですけれど、骨組みにつ

いては、今の農業用のビニールハウスを想像していただければと思います。 

6 本の柱からなるんですけれども、柱は地中 70 センチほど埋め込んでおりま

す。釘や針金等の金属類を全く使わない手法ということで、本来なら蔓を使用す

るのですけれども、小屋の材料探しもなかなか大変だったんですけれど、蔓探し

もなかなか大変で、今回は藁縄を使用しております。 

あとこれで、カヤで、屋根の部分と囲いの部分をして完成です。今年は中の囲

炉裏を再現しまして、小屋のすぐ前に高時川が流れておりますから、アユをとっ

て焼きまして、昔をしのびながらみんなで食べたいと思っています。 

今後の活動といたしまして、千年以上続いているこの山奥の住民が、草や木の

実を食べ、何百種類の薬草を食べて健康を守って、今後もこの文化を継承してい

きたいと思っております。 

木の大切さや水の大切さや、薬草薬木の大切さ、人の自然を大切にする心を大

切に継承していきたいと思っております。 

これで発表を終わらせていただきます。 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

福廣さん：ありがとうございました。さて、どなたか。こんなすごいもん見せてもろ
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たら、質問も無いっちゅう感じですけれども。 

さとうさん：ダム移転の話があったので、どれくらいの規模かっているお話をお聞きし

たいなって思ったんです。私も、日吉ダムの、水没した 120 戸の集落の記憶を

残すということを 10 年ほどやっておりまして、ダムによって受けるダメージと

いうか、そういうのを違った形で、文化という形で残していくっていうことをや

っていまして、それで気になったので、お聞きしたなと思いました。 

「高時川源流の森と文化を継承する会」さん（以下「高時川」さん）：ダムの話ができました

のは、昭和 36 年のことでした。それからダムの工事に入るかと思われたんです

けれども、今年の 1 月に、完全に中止となってしまいました。 

その 40 年、50 年近くの間、山は荒れ地になりまして、猪やとか熊やとか、そ

ういうもので荒れ放題になってしまいまして、この美しい山、美しい水が出てい

る、大切な木もたくさんあるし、そのために、森と文化を継承する会を設立した

わけです。 

福廣さん：さっき会長さん、水と木とおっしゃいましたけれど、漢字もよう似てます

ね。同じ根源かもしれん。 

会場から：さっきの小屋づくりでも、その結び方も特色あると思いますね。子どもさ

んなんか、それちょいちょい見てはります? 

もしね、私の希望もあるんですけれど、子どもたちがそういうの見ているとか、

行事、トチモチなんか作るのでも、子どもさんらが見て、うわっとびっくりする

ような時も時々あると思うんですけれど、そういうことを取り入れて、その解釈

を書くとか、そういうことができれば、文化を継承していく中で、子供の感性に

応えるというやりとり、キャッチボールが大事かなと思うんですけれど。 

「高時川」さん：この小屋づくりに、うちの子どもも参加させていただきまして、10

月16日に、青少年の主張コンクールで、うちの娘が発表させていただきまして、

小屋づくりとか、田んぼ、もちつきとか、こういうのを体験したということで、

発表の場をこどもには体験させていただいています。 

山道さん：東京の多摩川の源流で、源流大学っていうのをつくったんです。そのとき

に、なにがあるかっていう話の中で、いろいろ森林の問題もあったんですが、今

日は医療とか健康の話とか、私の一身の問題もあるんですが、山の中、森のホス

ピタルというか、東京のおじさんおばさんたちが１ｋｇ体重を減らすのにどれだ

け投資しているか(会場 笑)ということを考えるとですね、山の生活を一か月間

やると、水も食べ物もそして下草ガリなんかを健康のためにやると、えらい効果

が高いんじゃないかってことで、そういうホスピタルをつくったらどうかと。 

一週間、合宿するわけですね。森林施業にもなるし。そういう話でやったらど

うかと言ったら、誰ものってこなかったんですよ（会場 笑い）。 

みなさん、さっきトチモチの話だとか、森の生活の話をされたんだけど、可能

性としては十分あるとおもうんですよ。そこらへんで思いがあれば、きかせても

らいたい。 
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「高時川」さん：そういう話は大変貴重な話で、僕らの村の内容のことはあまり（他の

人は）知らないわけなんです。もし知っとる人があれば、田舎暮らしもええな

あ、と思うことがたくさんあります。少しぐらい風邪ひいたって、この薬草飲

んだらよくなるし、完全な病気になればお医者へいくのはあたりまえやけど、

それまでの健康管理は薬草やとか薬木やとか、そういうものをちょっと使えば

治るような、そういう素晴らしいこともある。ほういうような田舎の生活を知

らない人が、じっくり入ってきてもらうと、その良さがわかると思う。 

山道さん：そうですね。ありがとうございます。 

福廣さん：ありがとうございます。最後に素晴らしい宝の話を聞いて…ということ

で、・・・（知事をみて）あ、はい。 

嘉田知事：いいですか、時間がなくて。1 分で。 

昭和 36 年からはじまった丹生ダムは、下流の、京都・大阪・兵庫の皆さんの

利水目的でした。それが平成 17 年に利水はいらないということで、それまでに

引っ越しをしていました７集落４０戸、今回のみなさんは村を移転して下流にお

られるみなさんです。 

１億５千万トンのダムが、西日本最大級のダムが、近畿地方整備局の方で、ダ

ム建設は有利ではないということで、１月１６日に中止がほぼ決定されました。 

下流のためにと、苦渋の決断で村を捨てられたみなさんなんです。そのみなさ

んが今、こうして自分たちの森の暮らしを再現しようということでがんばってい

ただいているのが、今日のこの発表ということです。 

４００ヘクタール国の土地があります。ダム水没予定地です。その周辺には、

みんなの元の村、元の山があります。そして道路は荒れ放題、全く手が入ってお

りません。 

近畿の水源地域です。下流の皆さんのためにということで引っ越しをしたみな

さんが、この後、元気に、森を、地域を再生できるように、ぜひともお願いをし

たいと。 

県ももちろん責任があります。そして長浜市とともに、下流の皆さんにも応援

をしていただきたいということで、下流の知事の皆さんにも申し上げております。 

そういうことで、今日は、特別に私の方からも、水源地域を守っておられる皆

さんの応援をお願いしたいと思います。 

特別なメッセージですけれども。（「高時川」さんに向かって）どうも今日はあ

りがとうございました。 

最終選考 

 

山道さん：じゃあ、短時間でキーワード紹介いたします。 

えーと、最初はですね、A－１白鳥川。川が我々にとってはなくてはならない存

在であればですね、みな大事にするだろうということもありまして、今日は健康

とか病院とか、私の年齢もありますけれど(笑、)ものすごく興味がありまして、「川
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の病院プロジェクト」、ぜひ本格的にやっていただきたいなと、思うんですね。「川

の病院」です。「川と病院」でもいいんですけれど。 

あとで、森の病院もあります。なんか、やたら病院づくしでありますけれど。

そういう思いを込めてですね、こういうキーワードを出しました。 

2 番目は A３ですが、これは例の記憶の絵図。「記憶から記録へ、そしてふるさ

とづくりへ！」。記憶を絵図にとどめるだけではなくしてですね、きちっと記録も

して、次のまちづくり、地域づくりに役立てる、あるいは、市民と行政のビジョ

ンを共有するような材料に使っていただけるといいかな、と思います。 

むかし、天竜川でですね、国交省が「思い出を分けてください」、っていうプロ

ジェクトをやっていたんです。でね、古い写真集を作ったんです。なにをするか

というと、その写真集で昔の原風景を再現してみよう、というような試みにつな

がっていったこともありますので、ぜひそこを。 

で、A5。「米だけではなくおいしいゆりかご水田」。水田も豊かな場所であろう

かと思います。魚まで上げてくる。ここはフナずしのご当地なのでね。ぜひ、安

くておいしいフナずしを作っていただくことも含めてですね、そこらへんにぜひ

着眼をして、活動していただきたい。お米でだけではなく、他にもいっぱいおい

しいものがあるはずだということをですね、みなさんにしていただいと思います。 

それから B の３。「じいちゃんばあちゃん技術はエコ技術」ということで、おじ

いさんおばあさんの技術、それからお百姓さんの技術は、ほんとにこれはエコだ

ろうと思います。これをぜひ若い子ども達に、少々のことは手作りで自分ででき

るんだということを教えていただいて、技術を教えていただく。そうすると、す

ばらしく、豊かでいい生活になっていくんじゃないかなと思います。 

これはおなじように長浜市（杉野地域づくり協議会）もそうですが、「手作りの

伝承」、手作り技術っていうものをぜひ教えていただきたいな、伝承していただき

たいなと思います。 

それから、B の５、市民自然観察会。市民調査はですね、学者がやるとか行政

がやるとかとは違う視点で、市民がやるって所に特徴があると思うんですけれど、

これは一番大きなのは継続していくってところだと思います。継続した調査デー

タと言うのは、本当にものすごく重要なのですね。「市民調査研究の底力」とい

うキーワードを出しました。ぜひこういうものを、色んな形でつなげていっても

らえればと思います。 

これは河童の妖怪の話（NPO 芹川）。「現代の伝説づくり」、ということであり

ます。過去のものを探るんじゃなくして、これからの物語とか伝説をぜひ作って

いただければと思います。子どもたちに対する、たとえば川遊びのマナーとかで

すね、ルールですとか、そういうものを教えるのに役立つわけですので、そうい

う意味での妖怪の研究とかですね、現代の伝承づくり、伝説づくりをぜひ続けて

やっていただければいいのかなと思います。 

C の３。山内エコクラブ。これは「水の物語をつくる」ということであります
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けれど、子どもたちが演技をしていく。あるいは、伝統的な芸術だとか芸能だと

かっていうものを、水の物語を作るっていうことで続けていってくれればいいな

と思います。いろんな角度で調査をやっているというのは、本当に、ここのエコ

クラブは長い歴史を持っていますのでさらに磨きをかけていただければいいかな

と。 

C の４。水土里を守る会。これはまさに琵琶湖を「マザーレイク」ときちんと

位置付けて、そこから恵みをいただく、みたいな発想だろうと思います。これが

湖を守ることにつながっていくのかなということで、ぜひこれは広めていただき

たいとおもいます。 

C の５（高時川源流の森と文化を伝承する会）。「森の恵み」。これは先ほど申し

上げました、森というのは本当に豊かで、健康的で、ということだろうと思いま

す。ぜひ、トチモチもいいだろうと思いますけれど、森全体の豊かな恵みを、わ

れわれの健康だとか、そういうものに役立てるような、立体的な仕掛け・仕組み

ができるといいな、と期待を込めて、このキーワードであります。以上です。 

福廣さん：ありがとうございました。さすがのキーワードを出していただきました。 

東京は山道さんに全然コメントさせてないというのが惜しいですね。こんない

っぱいしゃべってもらえるのに。 

菊池さん、急がして申し訳ないけれど、おねがいします。 

菊池さん：一人で 2 分と言われたので早口で行きたいと思います。 

白鳥川さんなんですけれども、「”役割” ”誇り” ”楽しみ”をともに」と書きました。

苦しいことだけでなく楽しみを皆さんで、ということで印象に残りました。 

それから渋川の方なんですけれども、「”文化と命が共鳴する”」ということと「”
変わるもの”の中にある”変わらないもの”」というメッセージを残しました。 

それからせせらぎの郷さんなんですけれども、「知恵を集めて活動と地域をそだ

てる」。 

それから守山市の勝部の方なんですけれども、さきほど言った「双方向性のま

なざしの近さ」それから「”生きる力”あふれる自治会」と書きました。 

それから、小水力の方は、「他地域への”モデル”として完成に期待」。 

市民自然観察会は、冊子の方の最後に書いてあるコメントに、牛ガエルの鳴き

声を聞いた、とか、本当にちょっとしたことがたくさん書いてあって、こういっ

たことがすごく大事なものだと感じましたので、「”感性”の蓄積データの重要性」

と書きました。 

それから、学童の話は、率直に「こういう学童がほしい！！」と書きました。 

山内エコクラブさんなんですけれど、「好奇心」と書きました。色んな事が、無

関心の中で失われていっている中で、ちょっとした好奇心を持ってもらうことで

色んなものが生きてくるということが印象に残りました。 

それから、水土里ネットさんなんですけれども、「やればできる」と書きました。

やらなきゃいけないと思ってもやれないのではなくて、本当にやろうとおもえば
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結構できるということを証明してくださっている気がします。 

それから最後なんですが、高時川には、「生き続ける」というキーワードを残し

ました。町としては早い時期に棄村されたということですけれども、そこに生き

る方たちが今もおられ、文化も生きていらっしゃる、それから自然も、本当に緑

の風景を見て涙が出るほど感激したんですけれども、ああいった風景が滋賀の中

に生きている、生き続けているということが非常に印象に残りました。 

福廣さん：菊池さん、ありがとうございました。つづいて、さとうひさゑさんにお願

いします。 

さとうさん：それでは反対から。フセンを貼りながら行きます。 

C５の高時川の源流の森と文化を継承する会は、継承する会そのもので「伝える」

っていうことがどんなに大切で、また、困難なことなのかということも含めて、

「伝える」っていうことが大事だなと思いました。いろいろ工夫の仕方もあると

思います。 

水土里を守る新旭地区のほうには、「節水でつなぐ」っていうキーワードにしま

した。「節水でつなぐ」ってあんまり聞いたことがないので、本当に節水がつない

でいるというのが本当に面白いなと思います。 

山内エコクラブの皆さんには、「歩く」っていうことがすごく印象的だったので。

狂言されていても、声を出すとか、体で表現するっていうことをされていて、そ

れがすごく印象的だったので、「歩く」というキーワードにしました。 

えっと、河童（NPO 芹川）ですよね。「見えないものの力を借りる」というキ

ーワードにしました。 

市民自然観察会さんは、最後に言われていた「自然からいただく」という言葉

が非常に印象的で、観察というものとは違う、感性の部分も感じる言葉だったの

で、キーワードにさせていただきました。 

長浜市さんの水車ですね。水車がこれから色んな物のシンボルになっていくだ

ろうということで「シンボル」っていうキーワードにしました。 

勝部自治会さんで印象的だったのは、とにかく「自分で作る、自分で直す」っ

ていうことがキーワードかなとおもって、作ったら直すこともできる、ってこと

が印象的だなあと思いました。 

すいません、せせらぎの郷さんはキーワード制作が間に合いませんでした。 

渋川の生き物絵図作成支援委員会さんは、私は「見る力」としまして、さきほ

どの「見えない力」と「見る力」というのが、ふたつ、子どもが関わったもので

印象的で、この絵図と言うのは見る力を信じているのだなと思いました。 

また、見えるものだけじゃ生きていけなくて、文化には見えないものもあるっ

ていう、自分の子供時代を振り返っても、見るものと見えないものの両方の力っ

ていうものを感じながら生きていくんだな、と、なにか自然と人間と文化と、み

たいなことを改めて、この二つを比較することで考えさせられました。 

白鳥川の景観を良くする会さんもものすごく悩んで、この会は去年も見させて
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もらってテーブル・コーディネーターもさせていただいたんですが、他の会にな

い何かって何なんだろうとすごく思っていたんですけれど、「美学」があるんじゃ

ないかと思うんですよ。 

片寄さん：お！？ 

さとうさん：なんというか、一つ一つのグラフにチャートするとか、灯篭にしても、す

ごく徹底してやらはるんですよね。そこに、私は、白鳥川さんの活動には、白鳥

川という美しい名称にふさわしく、すごく「美学」を感じたんだなということに、

それに今日気付きました。以上です。 

福廣さん：ありがとうございました。さとうひさえさんはブルーのフセンです。 

朴さん：わたしは黄色のフセンであります。最初、白鳥川さんには「AKT48」、期待

したいと思います。たのしく、それから子どもも健康も環境も安全も守りながら

やっていきましょうということになります。 

渋川は、「生き物文化誌」あるいは生き物を愛する図「愛図」というキーワード

を作ってみました。 

それからせせらぎの里に関しては、「自然の恵み ゆりかご米」をぜひとも作っ

てくださいね、という意味を込めました。 

守山市勝部の皆さんは、カタカナが好きなのかなーと思って、ちょっと英語で

書いてみたんだけれども、意味があんまり通らなかったから、そのまま「トレジ

ャー」、宝物ですよね。それから「ハンティング」、これはね、普通は決闘すると

か獲るとか、けっこう過激と思ったら最後に「チャレンジ」と書いてあるのでさ

すがだなと思いました。 

長浜市は手作りらせん水車は「防災の灯」、防災のひかりになるだろう、と。こ

れはちょっと頑張っていただきたいなと思います。 

市民自然観察会は、「市民力・地域力・研究力」。これは大学にいるものとして

頭が上がりません。頭が下がります。 

芹川は、「彦根の妖怪は人が好き？」かな～、というふうにしました。私、この

本ぜひとも欲しい。また沢山作ってくださいね。 

山内エコクラブはもういうことありません。「Super Kids!」。はい。 

水土里を守る会は、「みんなの力で田んぼの節水１０％」。私、もともと理系の

人間がなぜか間違って文系にきてモヤモヤするんですが、初めて数値が出てきて

うれしかったんで。１０％。1 割ってたいへんなんですよ。たかが 1 割だけれど、

されど 1 割でありまして、これはこれからどんどんいきますね。1 年で 10 トン

減らすというのは並大抵ではないと思いますけれど。最終発表の時に数値が出て

よかったなと思ったんですが、テーブル選考の時からそれを言ってよ、と。 

最後に高時川、「森と文化の継承」、やはり伝えていかなければならないので、

世代間交流として、子ども必要だけれども年寄りも捨てたものではないのです、

ということを言いたかったんですね。以上です。 

福廣さん：時間短縮にご協力ありがとうございました。 
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片寄先生、おねがいします。 

片寄さん：キーワード紹介、みっつだけ、失礼します。 

白鳥川。「体調の悪い人ほどこき使え」。これはびっくりしました。 

勝部自治会。「ちょっとからはじまる」。これはねえ、泣かせますねえ。これは

北浜の、とにかくちょっとやってみよう、この怪しげな動きが地球を動かしてい

くと感じました。 

福廣さん：ちょっとからもっとへ。 

片寄さん：それから、自然観察会。これはすごい指摘でしたね。「完璧な図鑑はない」

（会場 拍手）。これはすごかったですよ。これは、私も研究者の一人として、い

やーやるなあ、と。これは本当だと思います。完璧な図鑑は私の歩く後ろにでき

る、とこういうかんじですね。 

福廣さん：ありがとうございました。 

それでは知事よろしくおねがいします。 

嘉田知事：何分でしたっけ。 

福廣さん：・・・短く。 

嘉田知事：短く。白鳥川は「健康寿命」。実は滋賀県、健康寿命、女性は４７位です。

女性をもっと巻き込んでください、白鳥川に。 

なぜ「美学」といわれたのか。本当に美しいんですね、白鳥川の活動。これは

やはり、日本の企業のバックの中で培われてきたシステム思考と、それて愛情と。

パナソニック（元職員）に隠された「システムと愛情」。（会場 笑い）「健康寿

命」。・・・どうも解釈しすぎかもしれませんが、感心しています。 

記録から記憶に、という心象絵図を生きものでしていただいたということで、

環境というのは、どうしても「まわり」ですから、なかなか自分の問題にならな

い。それを「自分化」した、「自分事」にした、そして「好きになること」とい

う、キーワードをきちんと実践して下さったのがすごいです。 

須原せせらぎの郷は「命のつながり」、魚の命だけではなくて、人の命がつなが

る。おじいちゃんから子どもへという命のつながり。 

えー、勝部。私女性のことを聞きましたけれど、本当に日本の自治会です。滋

賀県の自治会、３３００のうちに、自治会長は女性１００ぐらいしかないんです。

ですから、女性消防がある。そして今日も発表が見事でしたね。「多世代まるご

と女性消防」、大いに期待しています。 

杉野（地域づくり協議会）の、山の中で「近いエネルギー・みんなのエネルギ

ー」は、実はお金になります。これから農山漁村が稼ぐのは、米や農産物だけで

はなくてエネルギーだということで、ぜひエネルギーで稼いでいただきたいと思

います。 

市民自然観察会、「市民調査 研究の底力」、西の湖でやっていただいた西崎さ

んが、知る喜びと言っていただいた、これが原点ですね。今日、琵琶湖博物館関

連でも発表され、学芸員も来て下さっていますけれど、琵琶湖博物館の一つの目



 63

的は、市民研究が元気になることですから、この原点、知る喜びを西崎さんに教

えていただいたなと思います。 

芹川はですね、やっぱり彦根では赤ガッパですよね。「赤ぞなえ」！(笑) ３/

８、忘れないでください、赤い学ランの映画が始まります。「偉大なるしゅらら

ぼん」、これも彦根城が出てきます。「彦根では赤」です。赤。 

山内エコクラブさん。もうねえ、ここは実績があります。スーパーキッズ。そ

して水争いを見える化しているのが狂言ってね、これも見事ですね。屏風をつく

ったり狂言にしたり、こういう表現をするのが山内さんのすごいところです。「水

争いの見える化狂言」。 

新旭。「節水はびわことサイフにお得」。得にならな、皆んなやらへんのです。

ですから、まず得を、上原さん、４００円儲かるんですということをみんなに言

うていただいて、滋賀県中に広めていただきたい、特に逆水灌漑のところですね、

電気代も高くなっているし、節水をお願いしたいと思います。 

そして最後に、きわめて政策的に、政治的に、「関西の水源の森と文化を守る応

援を」、下流のみなさんから、ぜひ。丹生ダムの建設予定地の地域の再生に、そ

して、子供さんに次の文化を伝えるために、応援をお願いしたいと思います。あ

りがとうございました。以上です。 

福廣さん：ありがとうございました。今日の知事の洋服を見てください。青い琵琶湖

ですね。ありがとうございました。 

それではみなさん。一気に、三票ずつ投票してください。 

素晴らしいキーワードをいただいたんで、事務局はきちっと保存してください

ね。 

投票は三票。一発勝負！ 

（選考員の声「うわあ・・・」「おう・・・」「最初に貼るのがいやね…」） 

福廣さん：みんな貼っていただけましたか?事務局、数えてください。 

事務局：Ａ１白鳥川の景観を良くする会、１票です。 

渋川生き物絵図。３票。 

せせらぎの郷は、残念ながら０ですね。 

守山市勝部自治会。０です。 

近いエネルギー（杉野地域づくり協議会）。２票。 

市民自然観察会。２票。 

NPO 芹川。赤ガッパは４票です。河童４票です。 

山内エコクラブさんが、１票です。 

節水の取り組み、水土里を守る新旭地区が２票です。 

高時川の源流の森と文化を継承する会、が６票です。 

よろしいでしょうか。 

福廣さん：時間がないからということでもあるんですけれども、去年は上位いくつか

でもう一回議論しょうか、といったら朴先生に怒られまして。真剣にみんなきち
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っと投票したんやからひっくりかえしたらあかん、と。 

進行役の僕で独断させていただきまして、票数の大きいほうから順序で決めさ

せていただきたいと思います。・・・ということをいうといて、どれが多いんで

すかね? 

Ｃの５、高時川源流の森と文化を継承する会。１番多い６票ですね（拍手） 

その次が、芹川が４票ですね。 

その次は、渋川の絵図が３票。１，２，３とこういう面子が選ばれました。本

来は、グランプリが１つで準グランプリ１つという選び方をさせてもらっている

んですよね、実行委員長。やけども、去年もそうなんで、グランプリ１つで準グ

ランプリ２つという選びかたでいいですか？ 

北井さん：選考員の皆様が選ばれた通りで良いと思います。 

福廣さん：そういう選び方をしたいと思うのですが、選考委員の皆さん、会場の皆さ

ん、そりゃ問題があると思われたら遠慮なくいってください。 

同意をいただけたら、拍手で同意いただけますか。 

（会場 拍手） 

ありがとうございます。 

そしたら、グランプリは、高時川源流の森と文化を継承する会。準グランプリ

は、特定非営利活動法人芹川。それから渋川生き物絵図作成支援委員会。という

ことに決定させてもらいました。 

（会場 拍手） 
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講評とメッセージ 

福廣さん：一番肝心な、選んで、わたしはどうやったということ、えーと、片寄先生

のスケッチを映してもらわなあかんな。・・（笑）・・ 

片寄先生、スケッチをコメントしてもらいながら・・・ 

片寄さん：えっと、振り返って本日、エントリーいただいた参加者の、いろんな成果

を全部、お知らせしたいんですけれど。わたしは、Ｃグループしか見ていないの

で、他のグループのところは、うまくスケッチできていなく、なんとかつじつま

合わせになって申し訳ない。 

外を見渡しますと、今日は比叡山

が美しかったですね。真っ白に輝い

ておりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７回のフォーラム、北井さんの

素晴らしいスタイルと・・・（笑）、

淡海の川づくりフォーラムを書きま

した。 
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Ａの１「白鳥川の景観」ですが、

おやじ達のボランティア、いや

ー９票で惜しい。ＡＫＴのキー

ワードも面白い。 

Ａの２「いきものみっけ」の

キーワードですが「土づくり」

「いきもの」「協働」。 

 

 

 

 

 

次にＡの３「渋川生き物絵図」これ

は、屏風を発表いただいて「風景の記

憶」いい言葉ですね。この「記憶」を

現実のものにしたいですね。 

Ａの４「常世川を美しくする会」の

キーワードは「生きもの調査」「魚つ

かみ大会」「河川内での植物、野菜の

栽培」 

 

 

 

 

次にＡの５「せせらぎの郷」で

すが、「堰上げた魚道」「産卵で

きる環境をつくりましょう」と、

また、それぞれのコシヒカリで

それぞれにお酒がある、耳より

な話ですね。（笑）各家で全部違

うお酒ができるということです

ね。 

次にＢの１「ＮＰＯ法人瀬田

川リバプレ隊」これはすごい活

動ですね。キーワードが書けな

いほどの、大変な活動でした。・・（笑）・・子供たちのポスターも大変良かった

と思います。 
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次にＢの２「ひろい心の会」です。

（ごみを）拾うと「こんなところにご

みを捨てやがって」の気持ちを抑えて

「広い心」の環境を作る。これはなか

なか泣かせました。生きものが回帰す

る川をつくりたい。 

次にＢの３「守山市勝部自治会」こ

れはまたコスチュームが何とも言え

ず可愛くて、カフェ「ちょっと」、「ち

ょっと」寄っているうちに大きい仕事

ができる「勝部」の教訓です。 

 

次にＢの４「長浜市木之本町

杉野地域づくり協議会」です。

芸術的な「らせん水車」、ピコ水

車（ピコピカ）とも言うんです

か。これが回る日に水車を見な

がら、その水でウイスキーを割

るのもいいんじゃないかなーと

思います。 

次にＢの５「市民自然観察会」。

これは先ほど申し上げました

「完璧な図鑑はない」。この方の

コスチュームもなかなか魅力的で。 

 

次にＣの１「琵琶湖博物館環境学習

センター」ここは説明がへたくそでし

た。・・（笑）・・ 

もうちょっと上手に説明してもら

えれば、もっとよかったのに。博物館

の人はもう少しパフォーマンスを勉

強しなければいけない。私は声を大に

して言いたい。それが上手になります

と博物館に本当に人々が集まる場所

に変わっていくと思います。 

次にＣの２「特定非営利活動法人芹

川」、ここは新かっぱ伝説で「赤か緑か」・・（笑）・・ 



 68

この話は、すごく面白いですね。妖怪の妖の字はなぜ「女」偏なのか・・（笑）・・

なんとなく納得できなくもない。 

 

次にＣの３「山内エコクラ

ブ」なんと、みやびちゃんが、

可愛い娘になってきました。彼

女が小学生のころからずっと

ファンなんです。今後、どんな

成長をしていくか、後輩たちも

育っていますね。山内エコクラ

ブの子供たちはなんて可愛い

だろうと思います。・・（笑）・・ 

次にＣの４「水土里（みどり）

を守る新旭地区」ここは、本当

に 742 組織のことを、人が入れ替わって長々と説明されてね、結局何をしてい

るかと言うことが分かりづらくて。ただ、それが同情票となって、・・（笑）・・

この選考のしかたは、なかなか新しかった。上出来な選考員がそろっているなと

感想でした。 

 

次にＣの５「高時川源流の森と文

化を継承する会」ここの発表は泣か

されました。かっこいいし。車いす

で、淡々とご説明してもらって。ブ

ナの森、森林文化の宝庫なんですね。 

こうした場所をどう生かすか、長

い苦しいときをすごされて、これか

らですよ。花咲かす高時川源流を期

待したいと思います。 

次にＣの６「琵琶湖河川レンジャ

ー有志」ここもね、あんまり説明が

上手じゃなかった。・・（笑）・・ごめんなさい、やっぱりうまかった。・・（笑）・・ 

そうそう、河川レンジャーは・・・川辺の物語についてなど、国語の勉強もさ

せてもらった。 

 

次にスペシャル・セッションの「北浜テラス」ですが、この方とは前からご存

じなんです。 

山根さん面白かったですね、「ちょっとだけ」それが１ヶ月もやっていても。 
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今日は「ちょこっと」とか「ちょっ

と」がキーワードとなりました。「ち

ょっと」やっていきいくとやめられ

なくなっていく。「やめられない・止

まらない」社会実験なんて、あの人

が言うと嘘くさく聞こえるのは私だ

けでしょうか・・（笑）・・やっぱり

「大阪の人」ですよ。 

 

 

 

これは選考員さんのスケッチ

です。これで本日の総括にかえ

させて頂きます。（会場 拍手） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福廣さん：片寄さんから総括いただきました。 

選考員のみなさんからキーワードを紹介いただきましたけれど、順に一言いた

だけますか。 

さとうさん：どうも、今日は一日とても楽しい時間を過ごすことができました。ありが

とうございます。そうですね。我ながら白鳥川の皆さんの活動に美学を見出し

たのは、自分では結構・・・ずっと考えていたんですけれど、やっぱりすごい

んですよ。「この凄さはなんだろう」と思って、でなんか、やっぱり「美学」の

言葉がでてくる前に「嫉妬」という言葉が出たんですよ。 

なかなか、こう、１回、２回目は票が入るんですけれど、なかなかそれ以上に

いかないのは、私たちも「嫉妬」しているのかなと思って、活動が美しくて。

同じように勝部自治会さんにも、私なんかはちょっと「嫉妬」してしまうんで

すよ。なんか、そうゆう風な自分と審査する立場の自分を振り返りながら、そ

ういう事を感じました。こんな感想でよろしいでしょうか。 

福廣さん：ありがとうございました。 

菊池さん：今日は皆さん、本当に長い時間お疲れ様でした。楽しい発表をいっぱい聞
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かせていただきありがとうございました。えっと、頭の整理が出来ていないん

ですけれど、自分自身の仕事ことも踏まえて、印象に残ったことは、あの、え

っと、絵図を書かれた渋川の取組みで、私も「ふるさと」を好きになることい

う言葉を、本当に気持ちに響いていて、自分の仕事の中で「生物の多様性」と

いうキーワードのなかで仕事をすることが多いんですが、よく生きものと向き

合う時に「やれ希少種だとか」「やれ何々生物だとか」「保全をどうするかとか」

といった話をするんですけれど、本当に生き物との関係が人とこう、響きあっ

ている姿こそ、本当に大事なんだなとあらためて感じまして。生物多様性とい

うキーワードが薄ぺらっく感じてしまいます。本当に色んな「学び」を教えて

いただきましてありがとうございます。 

山道さん：あの、全国大会の運営をやっておりまして、地域の大会にだしてもらい、

今回本当にものすごい質の高い発表があったなと、このまま全国大会をやって

もいいんじゃないかと感じました。とても勉強させていただきました。ありが

とうございます。 

あの、今日の話のなかでやっぱし一番感動したのは、やっぱりその活動その

ものが精神と実態にとても良い結果をもたらすということが、みなさんの活動

の中で実証されているのではないかという気がいたします。ぜひ、あの、ごみ

を拾いたくて、ずっとやってきた方が、だんだん川も地域もごみがなくなって

きて、やることが無くなり病気になっちゃたと・・（笑）・・ごみが無いと達成

感がないと、しょうがないからごみを撒くかと・・（笑）・・それは冗談ですけ

れど、是非ですねそうした活動が心身ともに健康につながると言うことを、皆

さん是非、もっと歩を進めていただいて我々に実証していただければといいな

と思います。大変、希望を持ちました。ありがとうございました。 

朴さん：毎回ながらいつも、たくさんのことを学ばせて頂いて、帰りはちょっと疲れ

たかなと思いながらも達成感を感じています。今回もそうなったことに感謝し

ます。 

私から一つだけ申し上げたいんですが、滋賀の方は老人力がすごいなと思っ

ていまして、それに伴って、子供の力も理解してもらえればなと思って、それ

は、私は大学にいるんですが、この子供たちのことは、私が拾います。よろし

くお願いします。 

福廣さん：ありがとうございます。知事のコメントは閉会の挨拶と一緒ですね。それ

では僕からですが、司会特権で長く話そうと思います。 

４年もさせてもらっていて、ほんとにうまくできません。卒業できないな～、

クビになるかな～と感じなんですが。 

４年なので４つだけ、僕は「見本市だ」と言ったんですが、「見本市」は何を

言っているかと、たぶんコミュニティ力のことを言っているだと、コミュニテ

ィ力の見本市やと。 

僕はＵＲ、公団の団地で仕事しているんですが、団地の家賃の値段はそこの
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コミュニティで決めたらどうやと言う意見を持っているんですけれど、これは

コミュニティ力の見本市やと思いました。 

それから２つ目ですけど、山道さんのところで全国会議をやってると言って

ましたね。中央卸売市場と地方市場、滋賀市場と、このセットを続けるという

ことは、一つの渋滞なしに、継続課題というのはものすごく大きいと思うんで

すけれど。地方に広がって継続していく。もう一つは同窓会ですね。去年も言

っていましたが、たくさんの人が、常連さんに近い人たちが、だんだん進化し

ていっている。それを、実行委員長が言っていたように視察しあうツアーを行

ってみてはどうか、非常にいいんではないか。 

あの、最後です。近代化していって、このまま、一方的な近代化をしていっ

て大丈夫なのかなと言う気がしていて、本当に危ないんではないかと思ってま

して。 

小保方春子さんではないですが、割ぽう着の初期化で、くらしの初期化のネ

タをいっぱい見せていただいたと思います。ありがとうございました。 

これで知事にバトンタッチしたいと思います。 
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閉会挨拶 

嘉田知事：最後のコメントということですけど、これは何よりもお礼の言葉とさせて

いただきたいと思います。 

今回も１６の団体がエントリーして頂き、朝から丸 1

日びっちりとそれでも全然語り足らないくらい、皆さ

んの活動の根が深く張っているということを今回も教

えていただきました。 

そしてその中で本当にきついんですよね。背中に皆さ

んの目が刺さっている。こんな審査会はないんですけ

ど、お互いにそれぞれが当事者であるということの証

であるのだと思います。そして今、福廣さんが言って

くださったとおり、全国マーケットと、地方マーケッ

トそれに国際マーケットまであるということで韓国の

国際マーケットまであります。 

実は、来年、世界水フォーラムが韓国テグーでされま

す。この世界水フォーラムに是非この住民力川と水と命をめぐる住民力という

のを、水フォーラムの中でそれこそ、全国と地方を合わせて出品したいなと思

っております。皆さんいかがでしょうか？そこには老人力と子供力と、男性力

と女力とそれぞれにみんなの多様な力を、それこそ今日のこういう中から出せ

ると思っております。 

今回で７回です。来年で 8 回ということになるんですけど、まあこれ以上私

は申しあげませんが、もう任期はなくなっております。7 月 19 日で任期は切

れるんですけれど、２期８年近く知事をやらして頂き、本当にダムの問題も先

が少しずつ見えてきて、流域治水は９月議会１１月議会が継続審議になりまし

た。結果的には継続審議になったことで、川の中だけで守れない命を、どうや

って川の外そしてそれは今日の福祉の問題とも繋がる川というのは私たちの

人生を写し、社会を映すんだということを学ばして頂く、そういう機会でもあ

ったと思っております。実は明後日、９月に出した原案をいったん撤回をして、

そして出し直しをさせて頂きます。一部修正をいたします。執行部が、撤回を

して修正するのが恥だというご批判もありますけど、この間、議会、住民そし

て社会の皆さんのご意見を受け入れて修正させて頂く、これも 2 元代表制の一

つの方向だと思っております。2 月の 18 日に再提案をして 3 月 24 日が議決

です。そこで議決を頂けると、日本で初めての流域治水の条例が成立すること

になります。 

この条例の成立には、本当に今日こちらにお越しの皆さんの実践と、川の中

だけではない、川の外も含めて街つくりと人生つくりが、この命を守る川の水

害対策流域治水に必要だと、それは狭いものでは無く、正に近代とは何だった
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のか？ということも教えてもらう、そういう運動だろうと思います。 

私たちは、今日はかなり行政のものも学ばして頂きました。なによりもこの

大会（フォーラム）は行政マンが住民参加（行政参加）させて頂くそういう場

所だと思っておりますので、この後も立場を超えて、より良い社会つくりに貢

献できるようなそういう滋賀県でありたいと思っております。 

言葉足らずですけれど、本当に実行委員会の皆さん、ここまで引っ張ってき

ていただいた。そしてテーブル・コーディネーターから最後のコメンテーター

まで本当にみんなで作り上げるこのイベント（フォーラム）の大きな成果が最

後に皆さんの動きの中で結集をしたと思っております。 

改めて 16 の団体皆さんにお礼を申し上げるとともに、また後ほど表彰させ

ていただきますけれども、高時川、芹川、実はこの 2 つの河川は私がダムに頼

らない治水ということで約束させて頂いた 6 つの川の内の 2 つでございます。

こうやって川とともに、森とともに、水とともに生きる住民のみなさんの決意

も聞かせて頂いて、改めて感謝を申し上げたいと思います。 

言葉足らずですけれども、これ以上言うと私ちょっと涙がでてしまいそうで

すので、これで終わらして頂きます。どうも皆さんありがとうございました。 
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６ テーブル選考 選考員 

（五十音順） 

テーブル Ａ 

（テーブル・コーディネーター） 

   

 

小丸 和恵（こまる かずえ）／ＮＰＯ法人子どもと川とまちのフォーラム 理事 

大阪府生まれ、愛媛県と京都府育ち。びわ湖の近くに越してきて２年。 

「『子どもが育つ流域の再生』のためには、世代や立場、分野の壁を越えて人々

が信頼関係のもと、つながることが大切」との想いから、ライフワークとして京

都で活動を続けて、十数年。これまでのフィールド京都と滋賀をつなぐ役割を担

えればと願っている。 

3・11 後の暮らし方を提案する「あるもん（自然素材・リサイクル・地産地消）」

を大切に暮らす「arumonde 暮らしを楽しむ会」も主宰し、被災地からの避難ママ

たちとの活動もサポートしている。 

  

（選考員）  

 

野﨑 信宏（のざき のぶひろ） ／流域政策局 河川・港湾室長 

1961 年滋賀県大津市生まれ。84 年土木技術職として滋賀県に入庁。 

以前は都市計画行政に携わることが多かったが、98 年以降は河川行政を中心

に担当。若い頃は、カヌーで各地の川に親しんでいたが、最近は半分仕事、半分

遊びで川歩き、山歩き。2010 年には大津市内の一級河川をほぼ踏破。 

 
  

 

松尾 則長（まつお のりなが） /犬上川を豊かにする会 

2001 年の川づくり会議の地域委員をきっかけに流域の深みに溺れてしまい、

その流れから立ち上がった「犬上川を豊かにする会」に参加。 

設立まもない同会が 2003 年第 3回世界水フォーラム in 滋賀の東京プレ・水フ

ォーラムにパネラーとして参加し、力不足を痛感し今日に至っています。 

流域自治会、学生達とともに協働をはかり、犬上川の管理をサポートする会で

す。 

  

 

山口 美知子（やまぐち みちこ）／滋賀地方自治研究センター 理事 

滋賀県長浜市（高月町）生まれ。林業技師として滋賀県入庁後、2012 年 3 月

から東近江市職員（現企画部まちづくり協働課）となる。仕事以外では、持続可

能な地域モデルを検討する「滋賀地方自治研究センターびわ湖プロジェクト」、

びわ湖の森を元気にする活動をしている「kikito」、市民活動を支える中間支援

組織「NPO 法人まちづくりネット東近江」等に参加している。 
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テーブル Ｂ 

（テーブル・コーディネーター） 

 

佐藤 祐一（さとう ゆういち） ／琵琶湖環境科学研究センター 研究員 

専門は「なんでも屋」。水質や魚のシミュレーション、環境・社会調査、環境

計画づくり、オペレーションズ・リサーチ、ワークショップのファシリテーター

など、とにかく広く関わることで見えてくる「何か」を探して日夜研究活動中。

2008 年から 3 年間は、市民参画により琵琶湖流域の将来像を描くプロジェクト

の事務局を担当。その結果はマザーレイク 21 計画の将来像として取り入れられ

た。 

  

（選考員）  

 

 

田中 秀子（たなか ひでこ）／筑後川水問題研究会 

福岡県生まれ、原田正純先生（水俣病）との出会いや広松伝さん達との筑水研

活動(1978 年～）、から不条理には楯突きつつ、命にとって本当に大切なものを

学ぶ。 

莫大な予算をつぎ込みながらも増大する災害に対し、干満差６ｍの有明海・佐

賀平野の伝統的治水技術（減災の知恵）で上手にあきらめる（溢れさせる）流域

治水を発信中。 

国土交通省を定年退職後再任用。 朗読ボランティア（音訳、読み聞かせ）で

地域デビュー。 
  

 

金尾 滋史（かなお しげふみ）／琵琶湖博物館 学芸員 

1980 年広島県生まれ。当時学長をしていた日高敏隆先生と琵琶湖の魚に憧れ、

滋賀県立大学へ入学。その後同大学院、多賀町立博物館学芸員を経て現職。専門

は淡水魚の保全生態学。 

学生時代から地域の川づくり、河川・田んぼでの環境教育にいろいろと参画して

きた。現在は、地域の子どもたちに囲まれながら、「学」と「芸」を両立させる

カリスマ学芸員を目指して日々修行中。 
  

 

吉田 栄治（よしだ えいじ）／白鳥川の景観を良くする会 代表 

2006 年 2 月に白鳥川の景観を良くする会を発足、今年は 9 年目になり会員は

約 70 名、白鳥川流域約 5km の除草作業やごみ拾い、桜並木づく活動を月２回の

作業で流域の景観向上に努めております。 

現在、市民に親しまれる川づくりを目指し約 800ｍ手作りの桜ぼんぼり点灯や

鯉のぼりの川渡し、地元小学校と連携し５年生の川での環境学習支援に活動中。 

来年は発足 10 年目の大きな節目より楽しくなる活動に向けアイデア募集中。 
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テーブル Ｃ 

（テーブル・コーディネーター） 

 

三和 伸彦（みわ のぶひこ）／琵琶湖政策課 参事 

1963 年滋賀県長浜市生まれ。87 年化学の技術職員として滋賀県に入庁後、環

境政策課やエコライフ推進課など、一貫して環境行政を担当。 

地元では湖北のタウン誌「長浜み～な」のボランティアスタッフとして、ふる

さとの再発見をライフワークに、日々の暮らしの中で豊かさや幸せを感じられる

心のあり方を模索中。 

  

（選考員）  

 

青田 朋恵（あおた ともえ）／湖北農業農村振興事務所 課長補佐 

仕事では、「世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策」や「魚のゆりかご水田プロジ

ェクト」などに携わり、生物多様性と農村の活性化などについて考えています。最近

は、「再生可能エネルギー」について関心をもっています。 

農山村が、いつまでも元気で明るくあって欲しいと願い、そのために何が出来るか、

自分の無力さを感じつつも、日々悪戦苦闘しています！ 

プライベートでは、農山村に古くから伝わる郷土料理や食材に魅せられて、常に鼻

をきかせ、いいにおいのする方向へは猪突猛進していきます。 

  

 

 

小坂 育子（こさか いくこ）／子ども流域文化研究所 代表 

三重県生まれ。水と文化研究会・子ども流域文化研究所・地元学ネットワーク

近畿。「水と人とモノの関わり」にある身近な水環境を通して、それぞれの地域

の暮らしにあるいろいろな仕組みを学びながら「ムラの元気応援団」をめざして

いる。 

  

 

中村 大輔（なかむら だいすけ）／びわ湖エコアイデア倶楽部 

滋賀県彦根市生まれ。「アイキッズ」「伯母Ｑ五郎」等、こどもエコクラブの指

導者。地域に根差した子どもたちの環境教育のプログラム開発・研究を行ってい

る。また、様々な子ども交流会の企画・運営にも携わる。琵琶湖をはじめラムサ

ール条約登録湿地で活動する子どもたちの交流会では、国内外においてファシリ

テーターを務めている。 
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７．全体討論 選考員 

（五十音順） 

 
 

 

菊池 玲奈（きくち れいな）／結・社会デザイン事務所 

2002 年 10 月から約 2 年、霞ヶ浦の環境保全などに取り組む NPO 法人アサザ基金

に勤務。2004 年 10 月から約４年、東京大学大学院保全生態学研究室にて、市民・

研究者協働による生物多様性保全に関する実践的研究に携わる。 

現在、滋賀県に移り住み、環境保全に関するさまざまプロジェクトのコーディネ

ートや講演などを中心に活動中。 

 
 

 

さとうひさゑ ／ 天若湖アートプロジェクト 実行委員長 

静岡県浜松市生まれ。京都芸術短期大学卒業後、2002 年アートと市民をつなぐＮ

ＰＯ「アート・プランまぜまぜ」を設立。現理事長。 

2005 年からは桂川流域ネットワークとともに桂川の流域連携を目的にした「天若

湖アートプロジェクト／あかりがつなぐ記憶」を毎年開催。日吉ダムに沈んだ村の

あかりをダム湖に灯す巨大アートは地域の風物詩として定着しつつある。 

これからも、アートの力で地域を再発見する試みに挑戦していきたいと思ってい

ます。 

 
 

 

朴 恵淑（ぱく けいしゅく）／ 

三重大学理事・副学長（環境・国際・男女共同参画担当） 

1954 年韓国ソウル生まれ。日韓の架け橋として、大気汚染や地球温暖化、水環境

保全、環境教育に関わっています。３・１１の東日本大震災により、環境の大切さ

に気づき、絆の素晴らしさに気づき、未来に希望をつなぐことに皆、必死で取り組

んでいます。 

「淡海の川づくりフォーラム」が、青いゴールドと呼ばれる水資源や水環境の大

切さに気づき、日本を動かす大きなムーブメントとなれるよう、頑張ります。 

 

 

山道 省三（やまみち しょうぞう）／NPO 法人全国水環境交流会 代表理事 

1949 年 11 月、長崎県長与町生まれ。子どもの頃、川や魚と慣れ親しむ。 

NPO 法人多摩川センター、NPO 法人全国水環境交流会の立ち上げから関わり、現

在は両団体の代表理事を兼任。社会参加、NPO の運営等、仕組みづくりに興味を持

つ。一昨年から“いい川”づくり研修会で全国巡業中。「川の日」ワークショップ

～いい川・いい川づくりワークショップ（1998 年～）事務局長、多自然川づくり研

究会。 
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８．総合コーディネーター・コメンテーター ＆実行委員会 

 

（総合コーディネーター） 

 

 

 

福廣 勝介（ふくひろ しょうすけ） ／ＮＰＯ法人 近畿水の塾 理事長 

京都大学農学部林学科卒業後、日本住宅公団（住宅都市整備公団を経て現・(独)

都市再生機構）に入社、主に集合住宅の屋外の計画設計を担当。現在は（株）ＵＲコ

ミュニティで団地管理に従事。住民活動では、ＮＰＯ法人「近畿水の塾」代表理事、

「川の会･名張」代表、ＮＰＯ法人「全国水環境交流会」理事。自然復元系や協働の

仕事に関心がある。昭和 24 年、三重県伊賀（名張市）に生まれ、爾来、数年間を除

き名張住まい。関心事は、山・川・人との付き合い｡団地故郷作り。脱近代。 

 

（コメンテーター）  

 

 

嘉田  由紀子（かだ ゆきこ）／滋賀県 知事 

埼玉県生まれ。京都大学農学部卒業、ウィスコンシン大学大学院修士課程(農村社

会学)修了、京都大学大学院農学研究科博士後期課程修了。琵琶湖研究所研究員、琵

琶湖博物館総括学芸員、京都精華大学人文学部教授を経て、滋賀県知事に就任。好き

な食べ物はふな寿司、ニシンナス、ぜいたく煮。趣味はカラオケ、孫と過ごすこと。

特技は手打ちうどん、地図が読める。座右の銘、「まっすぐに、しなやかに」。 

  

 

 

 

片寄  俊秀（かたよせ としひで）／まちづくり道場 道場主 

水辺と下町を同時に再生することこそが、人類の明日に＜ほのかな希望＞をもたら

すと信じ行動する「川じじ」。いい川・いい川づくりワークショップ運営委員。まち

づくり道場を主宰するが門人ゼロ。技術士・工学博士・一級建築士。著書『ブワナト

シの歌』『スケッチ全国町並み見学』『千里ニュータウンの研究』『まちづくり道場へ

ようこそ』『いい川・いい川づくり最前線（共著）』『いいまちづくりが防災の基本』

『日本の石橋・世界の石橋スケッチ集』『まちを歩く・まちを描く』など。食のまち

づくり研究の傍らアコーディオン教室に入門し初歩練習中。 
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（実行委員会）  

 

 

北井  香（きたい かおり）／NPO 法人木野環境 理事 

奈良県山辺郡山添村生まれ。興味があるのは田んぼ、農村の文化、そこで生きる人、

日々重ねられた生活。子ども流域文化研究所での過去の水害聞き取り調査に従事し、現

在は NPO 法人木野環境 理事。 

滋賀の農山村の情報発信・地域づくりの業務に関わり、県内各地へ赴く。地域の良さを

前向きに活かして、活動・発信・取組んでいる人たちを盛り立て、応援したい。現職は滋賀

県立大学 特定プロジェクト研究員。2009 年に流域治水検討委員会（住民会議）を母体とし

た淡海の川づくりフォーラム実行委員会を立ち上げ、現在、実行委員長。 
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９．参加団体 活動概要 

 

（Ａ－１） 

団 体 名 白鳥川の景観を良くする会（略称：景観隊） 

活 動 概 要 
白鳥川流域の環境整備活動と市民の憩いの場づくり(桜並木づくり、体験学習場づ

くり、健康づくり） 

キーワード ① 景観向上 ②時代をつなぐ ③メンバーの３づくり 

川や水辺の名称 ① 白鳥川（JR 線～びわ湖河口付近）、 ②藤間川（医療ｾﾝﾀｰ～白鳥川合流点） 

発 表 内 容 

◆白鳥川流域の環境整備活動で地域の「景観向上」に貢献。 

（１）活動エリア５km の場所に於ける除草作業、ごみ拾い等、年間２４回の定例

活動で環境美化。 

（２）２００６年発足以来、８年９ヶ月間で１７９回活動（参加者 5417 名、除草

距離 100.7km、ごみ回収 13.3ｔ）。 

◆次世代に思いをつなぐ…市民に親しまれる「憩いの場づくり」で、この自然景

観を後世に残したい。 

（１）小学校５年生の環境・体験学習の支援、「川に入って生き物調査」他…幼児

頃の良き体験づくり。 

（２）子供と連携の「桜ぼんぼり」づくりや市民提供の「鯉のぼりの川渡し」等、

良き思い出づくりに貢献。 

◆少子高齢者社会の中、メンバーの３づくりで元気な街づくりに寄与する。 

（１）活動を通し、メンバーの３づくり（健康づくり、生きがいづくり、仲間づ

くり）に寄与。 

（２）特に活動を通し地域住民からの嬉しい声に、やりがいや生きがいを感じ、

活力の元になる。 

パ ネ ル 
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（Ａ－２） 

団 体 名 いきものみっけファーム滋賀推進協議会 

活 動 概 要 
身土不二、地産地消に立脚した農産物の生産と安全安心な食と生命について考え

る環境学習を展開しています。 

キーワード ①土づくり ②いきもの ③協働 

川や水辺の名称 野洲川 日野川 

発 表 内 容 

平成 24 年 12 月に推進協議会設立からはじまりましたいきものみっけファーム

滋賀は、県内の中山間地の農業を活性化することによって、里地・里山の自然環

境の保全、子どもたちの環境教育、安全で健康のための食育の推進などを総合的

に進める構想を持ち活動しています。今年度は、いきものみっけ寺子屋の環境学

習と有機・循環型農法をはじめました。 

今年度の取り組みを発表します 

パ ネ ル 
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（Ａ－３） 

団 体 名 渋川生き物絵図作成支援委員会 

活 動 概 要 地域の人々と創る「渋川生き物絵図」 

キーワード ① 環境教育 ②ESD ③生物多様性 

川や水辺の名称 伊佐々川・葉山川 （渋川小学校区） 

発 表 内 容 

草津市立渋川小学校の６年生の子どもたちは、渋川学区にどんな生き物がいる

か調べて、絵図にまとめる計画を立てました。６年生の呼びかけで全学年が、担

当する生き物を決め、「渋川学区の生き物探し」が始まりました。その絵図作りを

支援するために立ち上げたのが、「渋川生き物絵図作成支援委員会」です。子ども

代表、全教職員、地域代表、行政関係者、有識者で組織しています。当委員会が

下絵作成を担当し、全校児童が生き物と関わる自画像を張り付け、「渋川生き物絵

図」が完成しました。生き物と関わる活動や絵図作りを通して、地域のすばらし

さを再発見するとともに、ふるさと渋川への愛着を深めることができました。 

パ ネ ル 
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（Ａ－４） 

団 体 名 常世川を美しくする会と常世川再生の会 

活 動 概 要 
清掃事業から昔の様に生き物が沢山住んでいた川への再生活動を実施していま

す。 

キーワード ① 常世川の生き物調査 ② 魚つかみ大会 ③ 河川内での植物・野菜の栽培 

川や水辺の名称 常世川（大津市松本 2丁目付近） 

発 表 内 容 

過去の治水工事の為、生き物が住みにくくなった川に、再び、生き物が戻って

来られる様な環境を作りと子供達の親しみやすい川づくりを目指しています。 

① 常世川にどんな生き物がいるのか、毎年調べています。 

② 街中を流れる川で、年に１回子供達が魚のつかみ取りをしています。 

③ 花壇を作り、植物を植え、また、野菜を植えています。野菜は、出来たら

地域の行事の時の食材の一部になっています。 

パ ネ ル 
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（Ａ－５） 

団 体 名 せせらぎの郷 

活 動 概 要 魚のゆりかご水田活動。 

キーワード ① 琵琶湖のめぐみ ②生きものとの共生 ③環境と経済 

川や水辺の名称 野洲市須原 

発 表 内 容 

我々須原では、琵琶湖に近い自然豊かな田園地帯であり、昔から田んぼに出か

けフナやコイ、ナマズなどをつかんでは晩御飯として食す生活を過ごしていた。 

昭和 40 年代から始まった湖岸整備やほ場整備等により、農業の合理化や交通の

利便性は高まったものの、琵琶湖と水路、水田といった生きものの連続性が損な

われてしまったため。湖魚が産卵・成育できる水田環境を取り戻し、生きものに

配慮した水田（魚のゆりかご水田）づくりを行って行こうと決意。平成 19年度よ

り、農家、非農家とともに、地域全体で排水路に階段上に堰上げした魚道を設置

し、魚が田んぼに遡上しやすい環境を整えている。 

また水田オーナー制を一般公募し田植え、稲刈り体験や生きもの観察会を実施、

都市住民との交流活動等を展開。地域住民の参加だけでなく東京や大阪、大津な

どの交流にまで発展し、琵琶湖と水田のつながりだけでなく、人と人とのつなが

りも大きく広がり、人と生きものがにぎわう農村地域の活性化が図られるように

なった。その結果として、 

平成 23 年度 豊かなむらづくり全国表彰事業「農林水産大臣賞」受賞 

平成 25 年度 田園自然再生活動コンクール「子どもと生きもの賞」受賞  

の栄誉を得ました。 

パ ネ ル 
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（Ｂ－１） 

団 体 名 NPO 法人瀬田川リバプレ隊 

活 動 概 要 地域に流れる小さい河川や瀬田川における維持管理活動を実施しています。 

キーワード  

川や水辺の名称 高橋川および瀬田川（大津市神領町） 

発 表 内 容 

建部大社周辺を流れる高橋川の河川清掃は毎月25日と瀬田川バイパス下のコム

ラサキシキブ周辺と河川敷の清掃活動は毎月10日と長期間にわたり活動を推進し

ています。今回も大きな変化はありませんが、我々の活動に協力いただいている

方々の紹介をして報告とさせていただきます。 

①大津市の環境美化センターで２箇所の活動で集められたごみは当センターに連

絡することにより処理して下さっています。このことは我々の活動の原点となっ

ています。 

②瀬田南小学校との連携はいろいろありますが、子供たちに書いてもらった「河

川を綺麗にしよう」の感性豊かなポスターを河川敷のフェンスに取付け、ポイ捨

て禁止の啓蒙を図っています（現物紹介） 

③瀬田工業高校の生徒さんによる河川の水質調査結果・・・結果は綺麗な水質で

あることを確認しています。 

パ ネ ル 
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（Ｂ－２） 

団 体 名 ひろい心の会 

活 動 概 要 川からごみを一掃し、いきものが住みやすい環境をつくる。 

キーワード ① ごみのない川へ ②生きものが回帰する川へ ③協働・協助 

川や水辺の名称 蛇砂川（玉緒橋～下二俣橋まで 東近江市上大森・尻無町） 

発 表 内 容 

平成 19 年(2007 年)滋賀県知事と淡海エコフォスター制度の実施について合意

して以来、今日まで活動を続けている。 

私たちの活動は極めて単純明快である。上記キーワードのとおり、ごみのない

川を実現するため毎週水曜日に蛇砂川及びその流域のごみ・不法投棄物を回収し

ている。 

川がきれいになれば生き物は自ずと回帰すると信じている。そして専らごみを

回収する私たちの後ろ姿が「協働・協助」の仲間作りになるよう広報活動にも力

を入れている。 

パ ネ ル 
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（Ｂ－３） 

団 体 名 守山市勝部自治会 

活 動 概 要 親水・防災・水の恵みが生きる活動 

キーワード 

① 水辺のトレジャーハンティング 

② 子どもたちのチャレンジと高齢者の挑戦 

③ 伝統を守りながら自治会活動に奮闘する若者たち 

川や水辺の名称 

勝部自治会内 たちばな川（楓三道）を含む９河川およびその支流となる水路、

かつべほたる北の道（今宿川）、かつべほたる南の道（中水川） 

（守山市勝部１丁目～勝部６丁目および勝部町） 

発 表 内 容 

勝部は、昨年 11 月現在で、世帯数１８00 戸、人口 4400 人を超えた大きな自治

会です。駅前にありながら、まち中を川や水路が縦横に走り、水辺には賑わいが

あり、町民の日常生活に潤いと安らぎを与えてくれています。だからこそ、身近

な憩いの場や動植物の生息・生育環境となる水辺・緑の保全と活用は重要である

と考えています。 

町内にある水辺のトレジャー（お宝）をハンティング（探し）し、日常生活の

中で地域に愛着を持ったり、豊かな水辺や緑の空間を後世に繋いだりするために、

チャレンジする子どもたちや高齢者の挑戦、そして、鎌倉時代から続く県を代表

する勇壮な火祭を守りながら、自治会活動に奮闘する若者たちの姿をお伝えしま

す。 

パ ネ ル 
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（Ｂ－４） 

団 体 名 長浜市木之本町杉野地域づくり協議会 ＆ 長浜市北部振興局産業振興課 

活 動 概 要 「近いエネルギーで地域を元気に！」 

キーワード ① 小水力発電 ②地域づくり ③学校教育 

川や水辺の名称 杉野川（長浜市木之本町） 

発 表 内 容 

長浜市木之本町杉野地域では、これまで、地域住民が一丸となって芝桜を植栽

するなど、「みどり豊かな杉野地域」を目指して、様々な地域活動を行ってきまし

た。 

美しい杉野川周辺でのホタル観察会や、耕作放棄地を農園として活用する活動、

古民家を改修した「さきち」を中心とした都市住民との交流活動など、バラエテ

ィ豊かな取組を行っています。  

そうした活動に加え、今年度から、地域の豊かな「水」を活用したマイクロ水

力発電による「近いエネルギー」に取り組んでいます。 

再生可能エネルギーや自然エネルギーについては、東日本大震災以後、特に注

目されている課題であり、再生可能エネルギーについては、長浜市にとっても、

重要な政策のひとつです。 

そこで、今回は、豊かな水資源をもつ杉野地域と長浜市がコラボして農村に「近

いエネルギー」の取り組みを始めました。杉野小中学校の生徒の皆さんと一緒に、

杉野地域の豊かで美しい水を活用して、地域の核となる施設に「灯り」を灯しま

す。 

 現在、マイクロ水力発電を２基設置していますが、もう一基、地元の木を切

り出して、手作りの水車を作っているところです。今回は、これらの製作中の水

車の話も含めてご報告いたします。 

パ ネ ル 
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（Ｂ－５） 

団 体 名 市民自然観察会 

活 動 概 要 自然観察、湿地植物保全活動。 

キーワード ①多様な生きもとの共存  ②豊かな自然を次世代へ  ③人と人のつながり 

川や水辺の名称 西の湖（園地）と周辺のよし笛ロード 

発 表 内 容 

市民自然観察会は西之湖の豊かな自然を次世代へ、自然という遊び場の提供、

自然環境保全への関与の場提供、人と人とのネットワーク作り、そして従来の自

然観察にとどまらない「自然観察会」を開催することを目的に平成 20 年から活動

してきました。その活動の内容は①西之湖よし笛ロードでのごみ拾い。②西之湖

園地のヨシ刈と草刈。③西之湖での水鳥観察と植物観察。➃市内里山での植物観

察。⑤子供たちへの環境実習などです。そして、市民自然観察会発足以前から観

察を続けていた西之湖の水鳥と植物の観察結果を冊子にまとめています。 

パ ネ ル 
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（C－１） 

団 体 名 琵琶湖博物館 環境学習センター 

活 動 概 要 
地域、学校、行政、企業、個人から団体まで、みんなの環境学習をサポートして

います 

キーワード 
①環境学習のご相談 ②環境学習に役立つ情報を収集・発信 ③ネットワークづ

くり 

川や水辺の名称 県内全域です。 

発 表 内 容 

琵琶湖博物館環境学習センターでは、皆さんからの環境学習のご相談に答えて

います。例えば・・・ 

○川で生きもの探しをしたい！ 

・・・お魚博士や川保全活動団体、水生生物専門家などを紹介します。 

○川で環境学習したい！ 

・・・自然の状況や対象とする人（幼児から大人まで）に合わせて、環境学習

のプログラムや運営方法を企画します。 

○琵琶湖や川、環境問題などの本やビデオがみたい！ 

・・・全部で 450 本以上のタイトルからお選びいただけます。 

○子ども活動を発表したい！ 

・・・こどもエコクラブにご登録ください。毎年 12 月に琵琶湖博物館で活動発

表会を行っています。 

http://www.ecoloshiga.jp にアクセスください。講師や本、ビデオ、学習施設

の情報が満載です。 

パ ネ ル 
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（C－２） 

団 体 名 特定非営利活動法人 芹川 

活 動 概 要 河川清掃、環境の整備から子育て支援・学童の受託運営の中で教育への関わりへ 

キーワード ① 環境整備 ②子育て支援 ③地域の教育力 

川や水辺の名称 芹川（彦根市 ＪＲ橋よりびわ湖） 

発 表 内 容 

地域自治会の実施していた芹川の草刈が地域の高齢化で継続するのが困難にな

った。しかし、美しい芹川を後世に残そうとする声が上がり、当会が声かけをし

一斉清掃として継続。その後、毎月清掃、河床の小さな樹木伐採へ。また、環境

整備のために、芹川隣接近くの市有地を借りて、市民団体、自治会とコラボして、

彦根りんご園・湖東焼窯・いちごパークの整備、公衆トイレの設置も。さらに地

域の教育力を向上する必要があると考え、当初は、活動地域内３小学校の学童の

受託運営からはじまり、２６年度からは全ての５学区の学童受託運営を始める。

その結果、河川域を中心とした地域の教育力の向上につながればと考える。 

パ ネ ル 
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（C－３） 

団 体 名 山内エコクラブ 

活 動 概 要 水路探検、地区踏査、聞き取り 

キーワード ① 水路 ②生きもの ③分けあい 

川や水辺の名称 野洲川（甲賀市土山町山内） 

発 表 内 容 

私たちの住む山内は琵琶湖に注ぐ野洲川の上流に位置します。 

今までには、川にいる生き物の観察や水質調査をしてきました。 

また、私たちの暮らしに欠かせない水については、「水道がなかったときどう

していたんだろう？」の疑問から井戸についてはお年寄りよりからのお話を聞き

昔の川の様子や水とのかかわり方を学んできました。 

今年は、水路について、現地を歩き調べました。比較として、条里制がある松

坂市の櫛田川流域の圃場整備ができていない水路や田んぼも行きました。今回の

発表では、水路探検をしてわかったことについて発表します。 

また、私たちの得意な創作狂言「水争い」の一節もご披露します 

パ ネ ル 
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（C－４） 

団 体 名 水土里を守る会新旭地区 

活 動 概 要 農地や農業施設の維持管理活動、景観保全活動等 

キーワード 

①農業排水の節減による琵琶湖の汚濁負荷削減（節水活動） 

②自然観察会の実施 

③コイ科魚類の産卵場づくり（水田魚道の設置） 

川や水辺の名称 琵琶湖周辺の農地等（高島市新旭町針江集落ほか） 

発 表 内 容 

琵琶湖が「きれいな琵琶湖」と言われるためには、水質をよくすることや景観

を保全することが必要で、地域住民の一人一人の理解と協力が必要です。 

農村まるごと保全向上対策のために設立した当団体が行っている以下の活動に

ついて発表します。 

１． 農業排水の節減による琵琶湖の汚濁負荷削減手法について 

２． 琵琶湖岸に近い田んぼでの観察会について（絶滅危惧種等の発見） 

３． 田んぼをコイ科魚類の産卵場として活用するための水田魚道設置につい

て 

パ ネ ル 
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（C－５） 

団 体 名 高時川源流の森と文化を継承する会 

活 動 概 要 巨木と山村文化の保全活動 

キーワード ① 高時川源流 ②トチノキ巨木林 ③ 山村文化 

川や水辺の名称 高時川（長浜市余呉町小原集落、奥川並集落付近） 

発 表 内 容 

滋賀県最北に位置する高時川源流域には、トチノキの巨木林やブナなどの広大

な広葉樹林とともに、豪雪地帯独特の山村文化が永年に渡って育まれてきた。 

このような森林と山村文化を保全し、次の世代に継承するために、高時川源流

域出身の住民によって「高時川源流の森と文化を継承する会」が設立されて、活

動を開始した。 

今年度は、広大な森林に分布する巨木を 1 本ずつ調査し、小原地区では伝統的

な小屋づくりを行った。今後も会の活動をさらに発展させて、琵琶湖淀川水系の

最北端の水源を持続的に保全することにつなげていきたい。 

パ ネ ル 
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（C－６） 

団 体 名 琵琶湖河川レンジャー有志 

活 動 概 要 
住民と住民ならびに住民と行政の連携・協働のコーディネーター（つなぎ役）と

して活動 

キーワード 

① 住民と住民、住民と行政の連携・協働のつなぎ役（コーディネーター） 

② 住民の川への思いや知恵の聞き取り 

③ 住民の川に関心を持てるような取り組み 

川や水辺の名称 琵琶湖とその周辺河川 

発 表 内 容 

「琵琶湖河川レンジャー」は、琵琶湖及びその周辺において、住民のみなさん

の川に関する思いや知恵などを聞き取ったり、みなさんが川に関心を持てるよう

な取り組みをするなど、「住民と住民」、「住民と行政」をつなぐ連携・協働のコー

ディネーターです。現在、８人の琵琶湖河川レンジャーが、さまざまな活動を展

開しています。今回は、発表者である伊東レンジャーの瀬田川（大石地区）での

活動内容（住民へのヒアリング活動の様子、行政と住民との協働によって「大石

かわべ物語」というイベントが生まれた経緯など）を具体的にご紹介することで、

レンジャー活動の意義と魅力を、より深くみなさまに知っていただきたいと考え

ております。 

パ ネ ル 
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淡海の川づくりフォーラムに関するお問い合わせ 

淡海の川づくりフォーラム実行委員会事務局 

（滋賀県土木交通部流域治水政策室内）担当：辻・一伊達 

電話：077-528-4291    FAX：077-528-4904 

電子メール：forum@shiga-rivers.com 

 


